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０．は じ め に
　

　「使える英語力」の育成という社会的要請に対する本学教育学部における英語教育の実状を検証する一環

として，我々は，伊藤�他（２００４）において，在学生の英語力の実態調査を行い，その分析を行った。その

結果，

・本学部の１年生と２年生の英語力にほとんど違いが見られないこと，

・入試における英語受験の有無と学生の英語力には明確な相関が見られ，入学時での英語力の差が２

年次以降においても継続する可能性が高いこと，

・学生の専攻により，入学時における英語力に違いが見られ，その違いが２年次以降も継続する可能

性が高いこと，

・技能別の英語力について比較すると，リスニングよりリーディングにおいて専攻間の差が際だって

見られること，

等々が，明らかになった。この調査結果を基に，伊藤�他（２００４）は，

・小学校において，「総合的な学習の時間」において英語活動が浸透し，全ての学級担任が英語の指導

をしなければならない状況において，１・２年生の英語カリキュラムの改善を検討するだけでなく，

学部教育全体の中での英語教育のあり方を見直す必要があること，

・入学時点での英語力を在学中の４年間で，教室の内外の活動を通して効果的に伸ばしていく具体的

な方策の確立が必要であること，

・音声言語と文字言語とのバランスのとれた指導が必要であること，

・英語の授業内容を横並びに一律とするのではなく，学生の実態に合わせた授業内容・方法を工夫す

る必要があること，

等を指摘している。

　また，平成１４年１１月に岐阜大学全学共通教育委員会によって出された『「学生による授業評価」報告書』

にある学生の自由記述欄においても，

・全学共通教育の英語の授業がほとんど全ての学生に対して必修あるいは選択必修とされ，それぞれ

のクラスが機械的に割り振られ，あらかじめ指定されるにもかかわらず，各クラスの授業内容・レ

ベル・方法に大きな差異が感じられることに対する不満，

・同じ授業科目名で履修していても，割り当てられたクラスによって評価の基準が大きく異なって感
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じられることに対する不満，

・シラバスあるいは授業開始時のガイダンスでの授業担当者による説明不足に起因すると思われる不満，

が述べられている。このような学生の意見に関して，同報告書の「既修外国語分科会（英語）としての見

解等」では，学生の英語力・興味・関心を無視した機械的な割り振りによるクラス指定方式に問題がある

こと等を指摘し，授業担当者ごとのシラバス作成，学生によるクラス選択制の導入，標準的な英語力の達

成基準（目標）の構築，プレースメントテストの導入等々，本学英語教育の今後の改善に向けた示唆がな

されている。

　語学教育の改善を図ろうとする場合，学習者，授業者，そしてそれらを取り巻く社会（大学）それぞれ

が抱く語学教育に対する理念・期待を無視して進めるわけにはいかない。『「学生による授業評価」報告書』

において，すでに本学学生が本学語学教育に対して抱くイメージがある程度具体的に把握できる。本研究

は，本学部学生の英語力に関する調査（伊藤�他，２００４）を受け，さらに，本学部学生のもつ外国語学習へ

の興味・関心および外国語学習に対する意欲について，量的・質的に明らかにしようとするものである。

１．本　研　究

　本学教育学部学生が英語学習に対してどのような意欲や関心を持ち，それが学生の専攻や学年あるいは

習熟度とどのような関係にあるのかを調査分析する。

１．１．研究課題

　本調査の主たる目的は，本学部学生の英語学習に対する動機付けを把握することであり，以下の４つの

具体的課題を明らかにしようとするものである。

　　①本学部生の英語学習に対する意欲・関心は，英語習熟度によりどのように変化するか。

　　②本学部生の英語学習に対する意欲・関心に関して，専攻により差異が存在するか。

　　③本学部生の英語学習に対する意欲・関心は，入学時から学年進行とともにどのように変化するか。

　　④本学部生は，岐阜大学の英語の授業をどのように評価しているか。

１．２．方　　法

１．２．１．参 加 者

　質問紙による調査は，教育学部１年生（２６２名），２年生（２１１名）および４年生（１４１名）。面接調査の参

加者は，教育学部３年生（３５名）。合計６４９名の学生である。

１．２．２．材　　料

（１）英語学習に関する質問紙

　本調査において，学生の英語学習に対する意欲・関心の程度を測る材料として用いた�������（１９８５）

の����（������������	
�������	���	������	������������	
���
����
����／�����������	
�������
��）を基に

作成した３３項目からなる質問紙である。その構成は，「動機付けの強さ（������������	
�������）」１０項目，

「英語学習に対する願望（����������	�
�����	���）」１０項目，「英語学習に対する関心（������������	�
�����

�����）」５項目，「英語学習の志向性（�����������）；統合的志向性４項目，道具的志向性４項目」計８項

目，および「英語学習に関する不安感（��������	�
���������）」５項目である（資料１参照）。

（２）英語学習に関する面接調査用紙

　本学部学生が岐阜大学で開講されている英語の授業に対して，どのような印象を持ちどのように評価し

ているのかについて，より詳細なデータを得るために面接調査を行った。その際，面接者が同様のトピッ

クについて一定の観点からデータを収集できるように面接用調査用紙を作成した（資料２参照）。
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（３）TOEIC Bridge用の模擬試験問題

１．２．３．手　　順

（１）質問紙による調査

　１年生および２年生に対しては，全学共通教育科目の英語Ａ１の時間において，２年生に対しては教育学部

専門基礎科目である外国語コミュニケーション（英語）Ⅰにおいて，筆者等が分担して研究の目的を説明した

のち回答してもらった。４年生に関しては，４年生対象の履修登録ガイダンス終了後に同様に実施した。

（２）面接による聞き取り調査

　専攻ごと（文系，理系，実技系）に無作為に選んだ学生約３５名に対して，昼休みの時間を利用して，筆

者らが分担して面接調査を行った。面接は面接調査用紙に沿って行い，応答は全て録音し，書き起こした

ものを分析した。

（３）TOEIC Bridge用の模擬試験問題の英語習熟度の判定

　習熟度に関しては，本研究の先行研究となる，伊藤他（２００４）において報告した本学部生の英語習熟度

のデータを利用することとした。したがって，本研究に参加した学生のうち４年生は，この試験を受験し

ていない。

１．３．質問紙調査の結果と分析

１．３．１．分析の方法

　本調査で用いた質問紙は４つのセクションから構成されているが，その妥当性を確認するために，因子

分析（主因子法・プロマックス回転）を行った。表１は，抽出された６因子（累積説明率５３�９％）に関し

てプロマックス回転後の各項目の因子負荷量（�４０以上）を示したものである。

　表１から，抽出された６因子が，それぞれ質問紙の各セクションにかなり正確に対応していることがわ

かる。因子１に関しては，「英語学習に対する願望（����������	�
�����	���）」１０項目のうち７項目が高い

負荷量を示している。同様に，因子２に関しては「動機付けの強さ（������������	
�������）」１０項目のう

ち７項目が，因子３に関しては「英語学習に関する不安（��������	�
���������）」５項目の全ての項目が，

因子４に関しては「統合的志向性」４項目の全ての項目が，因子５に関しては「英語学習に対する興味

（������������	�
���������）」５項目のうち３項目が，そして最後に因子６に関しては道具的志向性４項目

の全ての項目が高い負荷量を示している。したがって，因子の命名に当たっても質問紙作成時の各セクショ

ンの構成概念をほぼそのままの形で当てはめることが可能である。命名に際して，特に変更を必要とする

のは因子１と因子２だけであった。

　因子１は，因子負荷量が�４０を示した１１項目のうち，�１９「英語の授業では，できるだけ英語を使うよう

にする」を除いては全て，学習者が英語の授業以外で英語に取り組む積極的姿勢を表している。したがっ

て，因子１は「授業外での英語学習に対する積極性」と命名することが妥当と考えられる。次に，因子２

に関しては，因子負荷量が�４０を示した８項目のうち，�５「英語の勉強の仕方を振り返ると，本気で英語

を学ぼうとしているといえる�」と�１６「英語の学習は面白い」を除いて，全て学校での英語の授業に関し

て積極的に取り組む姿勢を示している。しかも�５と�１６についても英語の授業に関わりの深い内容であ

る。したがって，因子２は「英語の授業における積極性」と命名することが妥当であると考えられる。

　以上の結果，最終的に，抽出された６因子は以下のように命名することにした。

因子１：「授業外での英語学習に対する積極性」

因子２：「英語の授業における積極性」

因子３：「英語学習に関する不安感」

因子４：「英語学習に対する統合的志向性」

因子５：「英語学習に対する関心」

因子６：「英語学習に対する道具的志向性」



岐阜大学教育学部研究報告　人文科学　第５３巻　第２号（２００５）－ １２２ －

１．３．２．研究課題の分析

　本節では，因子分析によって得られた６つの因子に関して，因子得点（各因子を構成する質問項目に対

する回答の平均値）を求め，その得点が学生の専攻，学年，英語習熟度によりどのように変化するかを分

散分析により検証する。研究課題についての分析を行う前に，まず本調査に参加した学生全体の英語学習

に対する全般的傾向を見ることにする。

　図１は，本調査に参加した学生全体の各因子得点の平均値を示したものである。因子得点の平均が最も

高かったのは，因子５「英語学習に対する関心」であった。その４�４１という高い値は，本学部生が英語学

習に非常に強い関心を抱いていることを示していると言えよう。しかしながら，因子１「授業外での積極

性」，および因子２「授業での積極性」の結果を見てみると，その平均値がそれぞれ２�８５と３�０５とかなり低

い値となっている。これらの事実は，本学部生は，英語学習に対して高い関心を抱いているにもかかわら

Ｆ６Ｆ５Ｆ４Ｆ３Ｆ２Ｆ１質　　　問　　　項　　　目

�８９英語の映画のチケットをもらったら，必ず観にいく�１８
�８７テレビの英語の番組がある程度理解できれば，その番組をできるだけみる�１７
�８５近所に英語を話す家庭があれば，できるだけ親しくなるようにする�１１

�８０
授業以外で英語を使う機会があれば，たいてい英語を使い日本語は必要なと
きだけ使うようにする

�１２

�７６
ラジオなどで英語の歌を聞いているとき，注意深く聞いて英語の単語を聞き
取ろうとする

�１０

�６７テレビで英語の番組があれば，積極的に見るようにする�０９
�６７時間と英語の知識があれば，できるだけ英語の雑誌や新聞を読む�２０
�６７外国語を話す人たちと会って話を聞くのが楽しい�２５

�６０
学校で英語を勉強するだけでなく，日常生活の中でできるだけ英語に接する
ようにする

�０２

�６０英語の授業では，できるだけ英語を使うようにする�１９
�５４学校に英語のクラブがあれば，積極的に参加する�１４

�９６英語の宿題をするときは，注意深く考え，しっかり理解しているか確認する�０４
�８９英語の授業でわからないことがあれば，友達や先生に尋ねて教えてもらう�０３
�８５英語の宿題が余分に出るとしたら，積極的にやる�０６
�７７英語の宿題が返されたら，やり直して間違いを訂正する�０７
�６９英語の勉強の仕方を振り返ると，本気で英語を学ぼうとしているといえる�０５
�６２英語の授業では，質問に対して積極的に答えようとする�０８
�５６英語の授業で学んだことについて積極的にしばしば考える�０１
�４０英語の学習は面白い�１６

�８７授業で英語を話すとき，緊張してどぎまぎしてしまう�３７
�８２英語の授業中，自分の話す英語に自信が持てない�３５
�７９英語の授業で自ら質問に答えるのは恥ずかしい�３４
�７１英語を話すと，他の学生が私のことを笑うように思って不安だ�３８
�７１他の学生の方が，自分よりも英語を上手に話すと思う�３６

�８２
英語学習が大切なのは，英語圏の人々とうまく付き合うことができるように
なるからだ

�２６

�８０
英語学習が大切なのは，英語圏の人々をより深く理解することができるよう
になるから

�２８

�６５
他の文化を持つ人々の活動により自由に参加することができるようになるか
らだ

�２９

�６５
英語学習が大切なのは，より多くの人たちと出会い話ができるようになるか
らだ

�２７

�６４外国へ行く機会があれば，その国の言葉を話したいと思う�２１
�６４外国語が自由に話すことができたら良いと思う�２３

�６１
日本は外国人との直接の交流は比較的少ないが，日本人にとって外国語を学
ぶことは重要だと思う

�２２

�７６英語を学習するのは，将来の就職に役に立つからだ�３２
�７５英語を学習するのは，英語ができれば周囲の人から高く評価されるからだ�３３
�７１英語を学習するのは，入試や単位を取るために必要だからだ�３０
�４１英語を学習するのは，英語が使えれば沢山の知識を得やすくなるからだ�３１

表１　６因子のプロマックス回転後の因子負荷量



岐阜大学教育学部生の英語力に関する研究（２）　伊藤・伊東・廣田・大和 － １２３ －

ず，実際の学習行動を取るための積極性に欠けているという現状を表していると解釈できよう。

　また因子３「英語学習に対する不安感」に関しては，平均値が３�６０と比較的高い数字となっており，少

なからぬ学生が英語を学習する場面においてさまざまな不安を感じていることが読み取れる。英語学習に

対する志向性を示す因子４「統合的志向性」と因子６「道具的志向性」に関しては，統合的志向性の値が

道具的志向性の値を上回っている。これは，大学生となり入学試験の呪縛から解き放たれ，異文化理解や

コミュニケーションの道具としての英語学習本来の学習目的をより多くの学生が意識するようになってき

たことの表れであろう。

　このような因子得点に見られる全体的傾向は，研究課題に挙げた学習者要因（英語習熟度，専攻，学年）

によって，どのように変化するのであろうか。以下，順次見ていくことにする。

（１）研究課題１（英語学習に対する意欲関心と英語習熟度との関係）について

　英語の習熟度の判定には，��������	
��用の模擬試験問題の結果を利用した。したがって，この試験を

受験した１年生と２年生のデータについてのみ分析の対象とした。その結果は，表２に示したとおりとなっ

た。表２における上位群は，模擬試験の平均値に標準偏差を加えた数字以上の得点を得た学生のグループ

である。下位群は，平均値から標準偏差を減じた数字以下の得点を得た学生のグループであり，残りの学

生が中位群を形成している。

　表から分かるように，因子４「英語学習に対する統合的志向性」を除いて，それ以外の全ての因子に関

して習熟度による有意差が存在した。���法による多重比較を行った結果，成績が上位になるにつれて，

英語学習に対する興味関心のみならず，授業内外において積極的姿勢も高まる傾向にあることが認められ

た。しかしながら，その因果関係についての解釈は容易ではない。「興味を持ち積極的に学習したから高い

英語力につながった」のか，それとも「高い英語力があるからこそ，いっそう興味を持ち積極的に学習す

る」のか，現時点では判断することは難しい。

　表２の結果でもうひとつ注目すべきことは，得点上位者は，「英語学習に対する積極姿勢」が見られる一

方で，「学習不安」が低い数値を示していることである。この２つの要因の相互関係を調べるために，ピア

ソンの相関係数を両側検定で求めたところ，�＝�－２１５（��＜�０１）と弱い負の相関が認められた。したがっ

Ｆ６得点Ｆ５得点Ｆ４得点Ｆ３得点Ｆ２得点Ｆ１得点

３�４８４�７２４�０９３�３５３�６１３�４８上位（�＝６７）
３�４１４�５１３�８９３�６８３�０９２�８５中位（�＝３３８）
３�０６４�４３３�９２３�８９２�７８２�５９下位（�＝６８）
＊＊＊＊����＊＊＊＊＊＊　　有意確率

上，中＞下上＞中，下����上＜中＜下上＞中＞下上＞中＞下多重比較（��＜�０５）

図１　英語学習に対する意欲・関心

表２　習熟度による因子得点分散分析

＊＊： p.＜.０１；＊：p.＜.０５； n.s.：Not Significant； n.a.：Not Applicable
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て，一般的には，英語学習に積極的に取り組む学生は，それほど強い不安感やストレスを感じることが少

ないと言えるかもしれない。

（２）研究課題２（英語学習に対する意欲関心と専攻との関係）について

　表３は，学生を専攻別（文系，理系，実技系）に分け，彼らの６つの因子に対する得点を分散分析した

結果を示したものである。表で示されたように，因子１「授業外での積極性」，因子２「授業での積極性」，

さらに因子３「英語学習に対する不安感」に関して，専攻による有意差が存在した。この３つの因子に関

して，���法による多重比較を行ったところ，因子１と因子２については，いずれも文系学生の数値が理

系や実技系の学生の数値を統計的に有意に上回る結果となった。したがって，文系の学生は，他の系列の

学生と比較した場合，授業の内外においてより積極的に英語学習に取り組んでいると考えることができよ

う。

　しかしその一方で，「学習不安」に関しては，文系学生の数値が実技系学生よりも有意に高かった。これ

は，表２に見られた成績上位者が示した傾向と異なるものである。表２に関連して，成績上位者は，一般

に，「英語学習に対する積極姿勢」があり，「学習不安」を感じることは比較的少ない傾向にあることが示

された。また本研究と同一の参加者を対象にして行った伊藤�他（２００４）の研究では，本学部の文系学生は，

理系や実技系の学生よりも高い英語習熟度を有していることが明らかとなっている。では何故，文系の学

生は，高い習熟度を持ち英語学習にも積極的な姿勢を持っているにもかかわらず，「学習不安」を多く感じ

ているのであろうか。現時点では，その原因を特定することはできないが，可能性としては，文系学生の

多くが，英語学習に真面目に取り組み，その真面目さゆえに却って不安やストレスを感じるというナイー

ブな性格の持ち主だと言えるかもしれない。いずれにしても，文系の学生が授業中の活動に関しても高い

学習不安を感じていることに，授業者は留意する必要があろう。

　次に，因子５「英語学習に対する関心」について見てみると，専攻による有意な差異は認められなかっ

た。どのような専攻であれ，本学部生は英語学習に対してはかなり高い興味関心を持っているようである。

また因子４と因子６の「英語学習の志向性」についても，専攻による差異は認められなかった。理系や実

技系の学生については，英語学習に「単位の取得」や「就職での優位性」など「道具的志向性」をより求

めるのではないかという予測もあったが，実際には，文系学生と同様に「異文化理解」や「他者とのコミュ

ニケーション」という「統合的志向性」の数値の方が高かったことに留意すべきである。

（３）研究課題２（英語学習に対する意欲関心と学年との関係）について

　表４は，英語学習に対する意欲関心が学年の変化とともにどのように変化するかを示している。因子１

や因子２の結果から明らかなように，学生の英語学習に対する積極的姿勢は，残念ながら学年を重ねるご

とに低下しているようである。しかしながら，悲観的材料ばかりというわけでもない。因子５「英語学習

に対する関心」については，４年生になってもさほど変化していない。少なくとも英語学習に対する高い関

心を持っている限りは，周囲の環境整備や働きかけで「関心」が「学習意欲」へと転化することが期待で

きるであろう。

Ｆ６得点Ｆ５得点Ｆ４得点Ｆ３得点Ｆ２得点Ｆ１得点

３�３３４�５４３�８４３�６７３�１６２�９５文系（��３１９）
３�３１４�４５３�８８３�５９２�９１２�７６理系（��１９２）
３�３９４�５２３�８６３�４２２�９１２�６９実技系（��１０３）
������������＊＊＊＊＊有意確率
������������文＞実文＞理，実文＞理，実多重比較（����０５）

＊＊：��＜�０１；＊：��＜�０５；����：��������	�
���；����：���������	
���

表３　専攻による因子得点分散分析
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（４）専攻と学年の相互作用

　ここまでの分析から，本学部生の英語学習に対する積極姿勢や関心は，学生の英語習熟度，専攻，学年

などの要因によって異なることが明らかとなった。そこで，それらの分析において有意差を示した因子得

点に関して，要因間の交互作用の有無を検証した。その結果，交互作用が認められたのは，因子１「授業

外での英語学習に対する積極性」に関して「専攻」と「学年」という２つの要因間のみであった。図２は，

２つの要因と因子１の得点の関係を示したものである。

　この図において，注目すべきは，文系の学生の積極性が，２年次にいったん上昇したのち，４年次に向かっ

て急激に下降していることである。先に述べたように，文系学生の特徴としては，習熟度が比較的高く，

積極的学習姿勢を持っている一方で，学習活動の中に少なからぬ不安とストレスを感じるナイーブな性格

の持ち主ということが挙げられる。このようなプロファイルを持った学生にとっては，強いストレスを感

じさせることのない英語の授業を数多く提供することが，英語力の向上に有効であろうと考えられる。こ

のような意味において，学習意欲が高まっている２年次を終了したのち，３年次や４年次において英語の授

業が全く開講されていないという本学部の現状は，歓迎すべきものではないであろう。このような状況が，

彼らの英語に接する絶対量を低下させ，それに伴って積極的学習姿勢も減少させる結果となったのではな

いだろうか。

　一方，理系や実技系の学生の傾向は，文系学生とは全く異なるものであることにも注目する必要がある。

彼らの学習意欲は，２年次において急激に低下し，その後４年次においては若干上昇に転じている。彼らは，

文系学生と比較すると，一般的に，習熟度が低く，英語学習に対する積極姿勢（特に授業内の積極性）も

高いものとは言えない。彼らが，英語の授業を受講している２年生の段階で，英語学習に対する積極性を

失いつつあるという現状は，非常に憂慮すべき事実である。彼らの英語に対する学習意欲は，４年次に上昇

に転じる気配を見せているが，これは，４年に進級し，卒業後の進路を真剣に考える時期に至り，自らの英

語力や英語学習のあり方をもう一度考え始めたことによるのではないだろうか。

図２　因子１得点における専攻と学年の相互作用

Ｆ６得点Ｆ５得点Ｆ４得点Ｆ３得点Ｆ２得点Ｆ１得点

３�４０４�５５３�９９３�７７３�２５２�９４１年（��２６２）
３�３３４�５０３�８４３�５３２�９６２�８５２年（��２１１）
３�２０４�４３３�６２３�４０２�７９２�６８４年（�＝１４１）
＊����＊＊＊＊＊＊＊有意確率

１年＞２年，
４年

����１年，２年＞
４年

１年＞２年，
４年

１年＞２年，
４年

１年，２年＞
４年

多重比較（����０５）

＊＊：��＜�０１；�＊：��＜�０５；�����：���������	�
���；����：���������	
���

表４　学年による因子得点分散分析
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２．面接調査の結果と分析

　前節においては，質問紙調査によるデータを分析し，いくつか興味深い事実が明らかとなった。しかし，

そこで明らかとなった本学部生の英語学習に対する意欲や関心の変化をもたらしている原因については，

合理的に判断するための材料が不足していた。そこで本項では，面接調査によって得られた質的データを

分析することにより，本学部生が，岐阜大学の英語の授業に対してどのように感じ，どのように評価して

いるかを検証し，彼らの学習意欲や関心の変化をもたらしている原因の一端を明らかにしたい。

２．１．英語の授業に関する結果と分析

　先の「１．２．３　手順」において述べたように，この面接調査においては，専攻ごと（文系，理系，実技

系）に無作為に選んだ学生約３５名に調査用紙に沿って，聞き取り調査を実施した。学生たちの生の意見や

コメント（資料３を参照）を，（１）授業内容，（２）学習意欲，（３）学習への関心，（４）学習理由と意欲・

関心の変化に関しての４つの観点にまとめて整理し，それらについて分析を加えることで，本学部生が，

岐阜大学の英語の授業をどのように評価しているのか，彼等の英語を学習する意欲や関心はどのあたりあ

るのか，あるいはさらにその意欲や関心がどのように変化するのかを明らかにしたい。以下，それぞれの

観点ごとに，学生のコメントをいくつか紹介しつつ，分析を加えていく。

（１）授業内容に関して

【学生のコメント】

［１］－①　「オールイングリシュの授業を受けることができてよかった」／「ネイティブの先生による授業

が，日常的ないろいろなシチュエーションにもとづいておこなわれた会話の授業だったので，

実践的な英語が身についた」。

［１］－②　「高校と変わらないレベルの授業があるので，そうした授業はレベルを上げて欲しい」／［私の

受けた授業は高校の英語の繰り返しだったので，つまらなかった」。

［１］－③　英語の授業で，古事記をずっと訳すだけの授業があって，それがちょっとやる気なかった。

［１］－④　英語の授業で，いろいろな国の映画を教材としてあつかった授業であったが，語学の授業とい

うより内容的には社会に近い授業になってしまったので，（社会の勉強にはなったが）もう少し

語学の授業であることを基本にして欲しかった。

［１］－⑤　ネイティブの授業で，英語を全然やっていない。ビデオ，新聞記事をみてスピーチ（どちらも

英語を用いず，日本語）をするだけだった。

［１］－⑥　「英字新聞を教材に使った授業が面白かった」／「英語の歌をあつかう授業がいい」／「�����

関係の授業があれば受けてみたい」。

［１］－⑦　自分の専門に関係した内容を授業でやるのはいいと思う。

［１］－⑧　「学生のレベルに合せた授業があったらいい」／「必修の授業じゃなくて，希望者して受けれる

授業だったらいい」／「選択性にして欲しかった。オーラルとか，リーディングとか（論文を

読むための英語など）」／「３・４年でも英語の授業があったらいいとおもう」。

【分　　析】

　本学部生が，岐阜大学の英語の授業に対してどのような評価を下しているか，その実態を総括すると，

内容面については，コメント［１］－①から⑦にあるように，コミュニケーション主体の実践的な英語運用

能力を高める授業が圧倒的に人気が高い。これに比して，「リーディングの授業」は，おしなべて，内容と

いうより，その授業自体が敬遠される傾向にあり，人気が低い。ただ細かく見てみると，レベルの低いも

の，題材が偏りのあるもの，語学の授業であることが基本にない中途半端な授業，英語のコミュニケーショ

ン授業でありながら日本語の授業に終始するもの，などは別として，「英字新聞」，「英語の歌」，「�����
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関係」など，自分たちの興味・関心にみあう題材を取り上げたもの，あるいは，「専門の授業」に関連する

ようなものなどは，好意的に受け止められている。

　授業の形態面については，コメント［１］－⑧にあるように，大学の英語授業全体について，「学生のレ

ベルに合わせた授業」，「オーラルとかリーディングとか，希望して受けられる授業」など，いわゆる能力

別，選択制導入の希望がことに強かった。また，学部では３・４年次の英語の授業継続希望もあり，全体

として，現行の履修形態の改革を求める声が強いのが注目された。

（２）学習意欲について

【学生のコメント】

［２］－①　一生懸命にやらなくてはならないじきがあり，その時きちんと勉強したら，語学力が付いたと

思えた。

［２］－②　「英語を勉強したいとは思わないが，しなければならないと思う」／「英語は学びたいというよ

り，学ばなければと思っている」。

［２］－③　「将来先生になって小学校で英語やれって言われたら困ってしまう」／「将来教員になった場合，

小学校で総合英語で必要となるので身につけなければならないと思っている」。

［２］－④　「１・２年のときよりも，今のほうが英語を勉強しなきゃいけないって気持ち強くなっている感

じがする」／「英語の授業が無くなって逆によけいしなきゃいけないって気がしている」

［２］－⑤　英語は，大学３年間で，１コマでも，ずっとあって欲しい。

［２］－⑥　３年で英語の授業があったら取るかもしれない。

【分　　析】

　本学部生の学習意欲については，先の「１．３．２�　研究課題の分析」の質問用紙による調査から，英語学

習の関心は高いものの（コメント［２］－①），実際の英語学習行動に対する積極性には欠ける傾向にある

点が判明した。このことは，本面接調査でも，コメント［２］－②にはっきりと現れた。先の分析で，学生

の英語学習に対する積極性は学年を重ねるごとに低下する点が指摘されたのも，このあたりの消極的な認

識を反映した結果であろう。

　しかしその一方，ここで注意したいのは，本学部生の場合，英語は好き嫌いにかかわらず，「学ばなけれ

ばならない」という自覚は全体的に高いことである。その大きな理由は，コメント［２］－③に端的に示さ

れているように，教育学部の学生ならではの声に集約されている。将来の教員生活に英語が必要となる。

こうした認識は，学習意欲としては，自発的なものではなく，必要にかられたものであるために，授業外

での継続的な学習活動やより高いレベルの習熟度に向けた学習活動に結びつけていくのは容易ではない。

しかし，１・２年次で「英語の授業」が終了してしまう現在の英語教育のありように対して，今回の調査で

も，コメント［２］－④，⑤，⑥にあるように，「不満」や「不安」の声があったことを考えると，理由・

背景はどうあれ，本学部生の「英語を学ばなければならない」という認識自体は，「英語を学びたい」とい

う積極的な意欲とも結びついている。その意味では，卒業時まで，英語学習に対する学生の自覚を継続し，

学習意欲を喚起していく上では重要な意味をもつと思われる。

　学生の「英語を学びたい」という意欲をどう吸い上げ，その英語力をいかに伸ばして行くか，英語に接

する期間の継続性，さらには「絶対量」の問題も含め，今後の本学部にける英語教育の大きな課題である。

（３）学習への関心について

【学生のコメント】　

［３］－①　「オールイングリシュの授業を受けることができてよかった」／「ネイティブの先生による授業

が，日常的ないろいろなシチュエーションにもとづいておこなわれた会話の授業だったので，

実践的な英語が身についた」２）。

［３］－②　「英字新聞を教材に使った授業が面白かった」／「英語の歌をあつかう授業がいい」／「�����
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関係の授業があれば受けてみたい」。

［３］－③　「高校と変わらないレベルの授業があるので，そうした授業はレベルを上げて欲しい」／［私の

受けた授業は高校の英語の繰り返しだったので，つまらなかった」。

［３］－④　「学生のレベルに合せた授業があったらいい」／「必修の授業じゃなくて，希望者して受けれる

授業だったらいい」／「選択性にして欲しかった。オーラルとか，リーディングとか（論文を

読むための英語など）」／「３・４年でも英語の授業があったらいいとおもう」。

［３］－⑤　外国語コミュニケーションは，オーラルで，全共はリーディングでして欲しかった。

【分　　析】

　英語学習に対する関心は，一般的に，どのような「授業」を面白いと思うか，すなわち，英語の「授業

評価」と裏表の関係にあると言ってよいだろう。本聞き取り調査においても，同じ結果が出ている。

　英語を使ったコミュニケーション，会話の授業，ネイティブの先生の授業，日常生活に応用できる英語

など，いわゆる「使える英語」あるいは実用中心主義に立脚した授業に対する関心が圧倒的である（コメ

ント［３］－①）。リーディングの授業は，全共の英語が中心で，題材やレベル，教え方次第により，興味

を引く例も学生からいくつか報告された。しかし，それはコメント［３］－②にあるように，「新聞」，「音

楽」，「�����試験」などを題材としたものに限られ，ごく少数で学生の関心はほとんど無きに等しかった。

「高校の繰り返し」という印象がぬぐえず，大学での新しい英語の授業を求める学生の期待には十分に答え

得ていないのが実情のようである（コメント［３］－③）。ただ，学部で英語の原書や文献を読む機会があ

ると，リーデイング能力が必要となり，コメント［３］－④にあるように，学部の授業でのリーディングの

授業の選択性や３・４年次履修の希望が出されたのは注目すべき点であった。

　こうした学生の興味・関心の傾向を見ると，今後の英語の授業は，やはり，まず第一には，「聞く」，「話

す」といった，音声面のコミュニケーション能力育成により力を注いでいかなければならないことがはっ

きりした。しかし，それと同時にリーディングの授業についても，題材やレベルを吟味する，あるいは専

門との関連を密にするなどの努力を払い，全体としては，コメント［３］－⑤にあるように，学生の多様な

ニーズにバランスよくこたえていくことが大切と思われる。

（４） 学習理由と意欲・関心の変化に関して

【学生のコメント】

［４］－①　一生懸命にやらなくてはならないじきがあり，その時きちんと勉強したら，語学力が付いたと

思えた。３）

［４］－②　「１・２年のときよりも，今のほうが英語を勉強しなきゃいけないって気持ち強くなっている感

じがする」／「英語の授業が無くなって逆によけいしなきゃいけないって気がしている」

［４］－③　３年で英語の授業があったら取るかもしれない。

［４］－④　「英語を勉強したいとは思わないが，しなければならないと思う」／「英語は学びたいというよ

り，学ばなければと思っている」。

［４］－⑤　「学生のレベルに合せた授業があったらいい」／「必修の授業じゃなくて，希望者して受けれる

授業だったらいい」／「選択性にして欲しかった。オーラルとか，リーディングとか（論文を

読むための英語など）」／「３・４年でも英語の授業があったらいいとおもう」。

［４］－⑥　外国語コミュニケーションは，オーラルで，全共はリーディングでして欲しかった。

［４］－⑦　２年でおわったという感じじゃなくって，４年くらいになると就職なんかで，英語勉強しなきゃ

いけないって感じがする。

［４］－⑧　将来，仕事で英語は必要になると思う。

【分　　析】

　「１．３．２．（２）研究課題２」において，本学部生の英語学習の関心は，専攻（文系，理系，実技系）には



岐阜大学教育学部生の英語力に関する研究（２）　伊藤・伊東・廣田・大和 － １２９ －

かかわりなく，４年間を通じて，同じようにかなり高いレベルにある点が明らかにされた。一方，英語学習

に対する意欲については，「１．３．２　�研究課題の分析（４）専攻と学生の相互作用」において，専攻により，

１年次から４年次までの変化に相違があることが明らかとなった。

　こうした点について，今回の「聞き取り調査」の結果と照らし合わせてみると（「聞き取り調査」の方は

３年生を調査の対象とし，その１・２年次を調査対象期間としたため），単純な比較はできないが，英語学

習の関心については，両方の調査において，本学部生はおおよそ高いレベルにあることが知られた。ただ，

関心の中身については，「質問用紙調査」では，異文化理解や会話の授業など，「統合的志向性」が「単位

の取得」，「就職での優位性」などの「道具的志向性」を上回っていた。

　今回の「聞き取り調査」においても，前項「学習への関心について」で示したように，会話の授業，ネ

イティブの先生の授業，旅行等で応用できる英語訓練など，英語コミュニケーションへの統合的関心が高

いことが認められた。ただし，ひとつ注目すべき点としては，「道具的志向性」に関しては，コメント［４］

－①から⑥が，実はいずれも，理系・実技系の学生のコメントであり，コメント［４］－⑦，⑧にあるよう

に，卒業が近づくにつれて高くなることであった。

２．２．未修外国語に関する結果と分析

　面接調査においては，英語の授業に対しての質問に加えて，未修外国語に関しても同様の質問を試みた。

本学の未修外国語科目の開設状況については，前回報告で簡単に紹介した。１年次における全学共通教育

の未修外国語科目ではドイツ語・フランス語・中国語・ロシア語・ポルトガル語の５言語であるのに対し

て，２年次における教育学部の英語以外の外国語コミュニケーション科目ではロシア語を除く４言語が選

択可能である。（伊藤�他（２００４）��．�１５４－１５６�参照）

　ここでは前項の英語と同様に，学生たちの生の意見・コメントを，（１）授業内容，（２）学習意欲，（３）

学習への関心，（４）学習理由の４つの観点にまとめて整理し，それらについて分析を加えることで，本学

部生が，岐阜大学の英語以外の外国語授業をどのように評価しているのか，また英語以外の外国語を学習

する意欲や関心はどのあたりに存在するのかを明らかにしたい。それぞれの観点ごとに，まず学生のコメ

ントを若干数紹介し，その後にそれらに対しての私たちの分析を付す形式で以下に記す。なお，未修外国

語に関する学生のコメントのすべてについては，《資料４》を参照されたい。

（１）授業内容に関して

【学生のコメント】

［１］－①　ドイツ語を履修。後学期はネイティブの先生を取ったが，書くことも読むことも，更にはゲー

ムもしたし，ということで積極的に取り組めた。いろいろなところで評価もされて，楽しんで

やることができた。

［１］－②　私はフランス語を選択した。日本人の先生とフランス人の先生を選べたので，フランス人の先

生のクラスに参加した。実践的な会話をやるはずだったのに，自己紹介レベルに留まり，実践

的なコミュニケーションにはほど遠いものだった。上達のためには文法構造も習いたかったが，

それはできなかった。フランス語で何を勉強したのか思い出せない。授業での活動は������

は元はフランスの歌だからということで，フランス語で歌う練習をした。その歌を学期末にテー

プに吹き込んだもので成績の評価がなされた。歌詞にカナをふったが，それはフランス語では

ないと先生に言われ，自分で何をしていたのか理解できない。

［１］－③　私は中国語を履修した。中国の映画を見せてもらったり，教科書に出てくる地名に関して説明

してもらったり，いろいろ中国のことを知ることができて良かった。文法や単語の学習も，も

ともと漢文が好きだったので苦にならず楽しく学べた。さっき英語で文法や単語をやるのは高

校の繰り返しでつまらなかったと言ったが，中国語は別である。英語を話すことにはさして興

味はないが，中国語はぜひ話せるようになりたい。
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【分　　析】

　概ね学生たちは未修外国語科目の授業内容については満足しているように思われる（コメント［１］－①，

［１］－③参照）。ひとつには新しい外国語を学ぶということそれ自体に興味・関心を持っていること，また

日本とは異なった文化や社会を授業中に紹介してもらえることも，学生たちの知的好奇心を満たしている

ように見受けられる。

　そのように授業内容に関しては満足を示しながらも，一方では学生たちの学習に対する安易な姿勢も見

逃すことはできない。一般的に日本人にとって外国語の発音を習得することは困難を伴う場合が多く，学

習の初期段階ではどうしても発音指導に重点が置かれることになる。さらに内容のあるコミュニケーショ

ンを行うには，ある程度の文法を踏まえた上での総合的な外国語運用力を持ち合わせないとうまくできな

い，ということを頭では理解しているものの，それを実現するための努力を払うことを厭わない，とまで

はいっていないのが多くの学生に共通する傾向のようである。

　教員側の問題点としては，１年次の全学共通教育の未修外国語科目から２年次の教育学部での外国語コ

ミュニケーションの授業への接続が必ずしも円滑に行われていないこと，またネイティブの教員の場合に

日本語力の問題から学生との意思疎通が欠けている場合もある（コメント［１］－②参照）。１年次から２

年次への接続に関しては，１年次において複数のクラスに分かれていた学生たちが２年次では言語ごとに

同じ１つのクラスに編成されることから，完全な解決法は見出せない。２年次の担当教員が受講者個々の

レベルを見極めながら，当初は各個人に適した指導を行い，徐々にクラス全体をまとめて授業を進めてい

くしかないであろう。ネイティブの教員の日本語力の問題については，外国語学習の場合には目標（学習）

言語のみを用いて行われる教授法も有効であり（当該言語が話されている国・地域で行われている授業は

ほぼ例外なく目標言語のみで実施されているし，日本の英会話学校等においても英語のみを用いた授業が

売りになっている），これは学生側の意識改革と，教員側での学生のフラストレーションを理解するという

相互の歩み寄りで解決されることであろう（コメント［１］－③参照）。

（２）学習意欲に関して

【学生のコメント】

［２］－①　フランス語を通年で履修し，同じ先生で同じメンバーの少人数クラスであったので，先生と学

生，学生同士互いに気心が知れて勉強しやすかった。前期は主としてフランス語の文法を学び，

後期にはフランスの文化についても学ぶことができた。全学共通でもフランス語をとったが，

１年間２コマだけの授業では文法面，文化面いずれにしても不十分だった。その不足分を補う

意味において，２年で外国語コミュニケーションのフランス語の授業があったのは，全学共通

とは異なり少人数クラスの行き届いた授業だったこともあり，助かった。

［２］－②　スタートが一緒なので，興味があった。アルファベットから勉強できた。

［２］－③　フランス語で，授業は楽しかったが，全然分からなくて，意欲がなくなってしまった。英語の

他にしゃべるなら，フランス語がいいと思ってとったが，自分で全然勉強せず，身につかなかっ

た。

【分　　析】

　学習意欲に関しては英語の場合と明らかに異なる条件が未修外国語には備わっている。つまりほとんど

全員が大学入学後にゼロ地点から新しい外国語の学習を始めるということで，その言語に関しての優越・

劣等意識が存在しないことである（コメント［２］－②参照）。またクラスサイズも全学共通教育，教育学

部の両方において英語クラスよりは少人数が実現されていて，しかも外国語コミュニケーションの場合に

は１年（２学期）間にわたって同一の教員が授業を担当している。また２年次に外国語コミュニケーショ

ンとして英語以外の言語を選択するにはそれなりの積極的な動機付けが存在するであろうことも想像でき

る。したがって英語クラスよりも小さなクラスサイズで同じ先生から習うこと，履修者のほとんどが積極

的に学ぶ姿勢を持っていること等が，プラスの学習意欲を引き起こす原因になっていると考えられる（コ
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メント［２］－①参照）。

　ただし，ここでも学生側に自学自習の姿勢が欠ける場合には授業から取り残されていってしまいかねな

い。この点は教員が意識的に日常学習の重要性を強調して，学生たちの学習意欲を掘り起こす努力をしな

くてはならないだろう（コメント［２］－③参照）。

（３）学習への関心に関して

【学生のコメント】

［３］－①　英語以外にも他の外国語を学ぶ機会を持てたことで，外国語の幅ができた。

［３］－②　外国語の種類がもう少し多くても良い？（例えば，韓国語（近いから）。私立だと，種類があ

る。）

［３］－③　興味があるのとないのとでは全然違います。中国語の辞書は結構引いて勉強しました。

【分　　析】

　英語以外の外国語を学習することへの関心は低くはない（コメント［３］－①参照）。この部分に関する

コメント数は今回調査ではそれほど多くはないのであるが，発言した学生たちは新しい外国語を学ぶこと

を積極的に捉らえているようである。そして実際に，興味・関心を持つことができた学生は積極的に学習

に取り組んだことが想像できる（コメント［３］－③参照）。

　制度上の問題点の指摘として，選択できる言語の問題と，全学共通教育での外国語選択の時期への不満

がある（コメント［３］－②参照）。どの外国語科目を設置するかは簡単には結論は出せないであろうが，

これについては全学共通教育でも，教育学部でも議論を深めていく必要がある。入学直後のオリエンテー

ションにおける外国語選択も現行制度では時期的に変更が困難である。シラバスに掲載される情報以外に

も何らかの形で学生たちに各言語の情報をさらに提供する方策を工夫しなくてはならない。

（４）学習理由に関して

【学生のコメント】

［４］－①　日本の学校でも，スペイン語，韓国語，ポルトガル語，中国語を話す子供がいるので，これら

の言語が選択肢の中にあっても良い。

［４］－②　いつかフランスへ行ってみたいと思ったので。

［４］－③　フランスに行ってみたくて，フランス語をとった。���の講座をやってみたが，分からなくなっ

て，止めた。授業は，楽しかった。その後は，止めた。

【分　　析】

　未修外国語の学習理由は素朴にその言語が話されている地域への憧憬，興味等がまず挙げられる（コメ

ント［４］－②，［４］－③参照）。また，それとともに言語を（教員として）職業上活用できる道具的手段

として捉えている場合もある（コメント［４］－①参照）。英語が今やいわゆる英語圏の言語である以上に

地理的にも文化的にも拡散し，また情報発信の手段としての活用が今日の日本社会で期待されている現在，

グローバルな視点から，ある地域・国家の個別言語を学習することは異文化理解の観点からも大いに意義

があると考えられる。

　日本も多文化社会へ移行しつつあることは確実であり，そういう状況は学校現場における多国籍の子ど

もたちの存在によっても顕在化している。こうした中で，言語（外国語）学習に伴う様々な困難を学生時

代に自ら体験しておくことは，そうした異文化の環境で生きていく子どもたちへの共感を生み，教育学部

の学生たちが将来教員として働く場合にもプラスの影響を与えることになるであろう（コメント［４］－①

参照）。

　英語は中学校（あるいはそれ以前）から当たり前のこととして学習を開始し，その学習の全員に共通す

る大きな理由のひとつが受験であるとするならば，未修外国語の学習は受験とは無縁であり，自分の希望
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に応じて選択した言語を自覚的に学習できる，異文化への素朴で純粋な興味・関心を呼び覚ますことので

きる貴重な機会を提供していると言えよう。

　

　これまで検討してきた，（１）授業内容，（２）学習意欲，（３）学習への関心，（４）学習理由の各観点ごと

にそれぞれに固有の問題を述べてきたが，学生のコメントには共通して自ら学ぶことを放棄する傾向も見

て取ることができる。外国語学習の初期にあっては，学習者の興味・関心が強いので学習も円滑に進める

ことができるが，次第に学習事項も難度が上がり，動機付けが弱い場合には学習を継続することが困難に

なる。本学の提供する未修外国語科目の授業は量的には最低水準のものであり，学習意欲の高い学生たち

の期待に応えることができていない。

　教育学部の生涯教育講座・生涯教育課程では３年次用の科目として「国際コミュニケーション演習Ｃ・

Ｄ」をドイツ語・フランス語・中国語・ポルトガル語で開講してきた。今年度後学期を例にすれば，２年次

用の基礎科目「外国語コミュニケーション」の英語以外の外国語の受講者総数は５０名近いのに対して，３年

次用「国際コミュニケーション演習」には４言語を合計しても１０名に満たない学生しか履修しない結果に

なっている。

　教育学部の３年生はカリキュラムが詰まっていることで，他の講座・課程の開講科目を履修しにくいと

いう事情があるにせよ，継続して３年次まで未修外国語の授業を履修しようとする学生は極めて少数であ

ることは，必修科目と選択科目の違いを度外視したとしても，外国語に対して興味・関心はあるものの学

習を継続する動機には欠けるということを示しているのであろうか。２年次までの未修外国語授業につい

て学生たちが概ね満足しているだけに，動機付けが強化されるように指導すること，ならびに，さらに上

級レベルの語学力を身につけようとしている学生が受講しやすい環境を作ることが今後求められてくるで

あろう。

３．考察と示唆

　本調査によって得られた量的データ及び質的データの分析結果に基づいて，これらのデータが本学にお

ける語学教育の現状に対して，あるいは今後の在り方に関して，どのような示唆を与えているのかを総括

することにしたい。以下，（１）英語学習に対する興味関心と学習意欲とのギャップ，（２）本学の語学の授

業が抱える問題点，（３）情意的側面から見た語学教育の改善の方向性，という３点に注目し順次述べるこ

とにする。

３．１．語学学習に対する興味関心と学習意欲とのギャップについて

　質問紙調査による量的分析においても，面接によって得られた質的分析においても，本学部生は語学学

習（特に英語学習）に対して，その学習理由は個人により異なっているとしても，かなり高い興味関心を

持っていることが示された。しかし，その一方で，多くの学生にとって，語学の学習に対する高い関心が，

具体的な学習活動に結びついていない状況も明らかとなった。

　何故，このように興味関心の高さと低調な学習活動との間の落差が生じているのだろうか。面接調査で

得られたデータを見る限りでは，本学で開講されている語学の授業が必ずしも学習者のニーズに応えた内

容とはなっていない状況が読み取れる。もちろん，学生が望む授業が必ずしも望ましい授業であるとは限

らない。指導する側が，望む学生像やその教育目標を明確にした上で，信念と自信を持って指導にあたる

ことが，最も大切なことであろう。したがって，教師が自らの教育理念や信念に従って真摯に行う授業は，

例え，その内容が学習者のニーズに合致していなくとも，学生に不満を感じさせることはないだろう。実

際，面接調査の結果に示されたように，授業が，オーラル・コミュニケーションをほとんど伴わない学生

にとって一般的には人気の低い読解中心のものであっても，その内容が充分吟味され，奥行きのあるもの

であるならば，学生は満足し得るという事実も明らかとなっている。

　しかしながら，指導する側が学生のニーズに無頓着でいることは，やはり望ましい姿ではない。少なく



岐阜大学教育学部生の英語力に関する研究（２）　伊藤・伊東・廣田・大和 － １３３ －

とも，授業者は，学習者のニーズや希望を理解した上で，授業内容がそれらにそぐわない場合は，授業の

意義を説明し納得してもらうことが必要であろう。どんなに優れた内容であったとしても，全ての学習者

に等しく効果を発揮する教授法は存在しない（��������	＆��������，２００１）。したがって，授業者が自らの

理念・信念に従って自信を持って授業を行ったとしても，学習者の受け止め方にも配慮する謙虚かつ真摯

な姿勢を忘れてはならないだろう。言語教育の基本的パラダイムが，単なる知識の伝達から協同作業によ

る新たな知の構築へと変化する状況の中において（佐藤，１９９６），このような姿勢は今まで以上に重要な意

味を持つことであろう。授業者がこのような姿勢で継続的な指導を行なっていくならば，例えば，学習者

が望むオーセンティックなコミュニケーション活動を授業の中に取り入れる工夫をするならば，本調査で

示された本学部生の英語学習に対する高い興味関心は，自ずと具体的な学習活動へと姿を変えていくので

はないだろうか。

３．２． 本学の語学の授業が抱える問題点について

　前項で指摘した学生のニーズと授業内容のズレという問題以外にも，本調査で得られたデータの分析か

ら，本学が開講している語学の授業に関して，以下のような潜在的，あるいは顕在化した問題点が浮き彫

りとなったように思われる。それらの問題点は，授業の内容や指導法などソフト面に関する問題と学習環

境を含めたハード面に分類することが可能である。以下その両面について，順次考察することにする。

３．２．１．ソフト面に関する問題点

　教授内容や指導法など授業のソフト面に関して，前項で述べた調査結果において最初に目を引くことは，

同一科目であっても授業者によって，驚くほどの多様性が存在していることである。具体的に，全学共通

科目の英語Ａを例に取ることにしよう。岐阜大学の公式サイトで公表されているシラバスによると，英語

Ａの「授業のねらい」は，「基礎的なコミュニケーション能力（読む，聞く，話す，書く）をできるかぎり

バランスよく育成することを目標とした授業です。」とある。それ以外の内容については，全て担当教員に

ゆだねられている。この事実を了解すれば，およそ共通シラバスの下に開講されている授業とは思えない

ほど，授業者によってその内容や指導方法に違いが存在することは，驚くことではないかもしれない。い

や寧ろ，英語Ａに関しては共通シラバスなど存在していないと解釈する方が適切であるかもしれない。い

ずれにしても，このような同一科目における多様性が，必ずしも好ましい結果を生み出していないという

現実を直視する必要があるだろう。

　ソフト面に関する第二の問題点と思われるのは，科目間の有機的つながりが希薄であるという点である。

例えば，ある理系の学生は，「全学共通と外国語コミュニケーションでは担当の先生が変わってしまうので，

先生が学生の能力を把握できていない点や，前の先生のおしえ方・教材等とのへだたりがあり，あまりス

ムースな連結はなかった」と率直な意見を述べている。科目間の連携の問題は，全学共通と専門基礎とし

ての語学教育の間だけでなく，全学共通における，英語Ａ１，英語Ａ２，英語Ｂの間の連携についても同様で

ある。極端な場合，学年を重ねるごとに，受講する内容が平易なものとなり，学生にとってほとんど知的

好奇心を満足させることがないというケースも生じてしまう。この異なる科目間における連携の不備は，

先に指摘した同一科目としての統一性の不足という問題と密接な関わりを持っている。すなわち，授業者

に授業に関するほとんど全ての裁量が委ねられ，しかも担当以外の授業の中身を共有するシステムが存在

しない状況においては，科目間の有機的連携は望むよしもないというのが実情であると考えられる。

　

３．２．２．ハード面に関する問題点

　本研究における面接調査においては，前項で述べたソフト面での問題点の指摘に比べて，教室環境やク

ラスにおける学生数など学習環境を含めたハード面での指摘はかなり少なかったと言える。「オーラルコ

ミュニケーション中心の授業は，もっと少人数で受講したい」という趣旨の意見は一部に見られたが，少

数の意見にとどまり，学生の関心は，学習環境よりも学習の中身に向けられていると言って良いだろう。

　しかしながら，ハード面に学習が履修可能な科目数も含めるならば，多くの学生は現状を好ましく受け
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止めていないようである。この点に関して，面接調査においては，３・４年次における語学の授業（選択科

目）の開設を希望する声が多く出された。また質問紙調査における分析でも，理系や実技系の学生の英語

の授業に対する学習意欲は高まっていることが示された（図２参照）。彼らは，就職を見据えて，英語の授

業が無いことに不安を感じ，そうした不安感が英語に対する学習意欲へと転化したと解釈することが可能

だろう。一方，学習意欲が２年次に比べて減少する結果となった文系学生についても，彼らの英語に対す

る学習意欲は理系や実技系と比べて決して低いものではない。英語学習に真面目に取り組む特性を一般に

持っていると思われる文系学生にとっては，授業を受ける機会を増やすことが意欲の向上につながること

であろう。

３．３．情意的側面から見た語学教育改善の方向性について

　ここまで，学習者の「やる気」という動機付けを中心とした情意的側面から，本学部の語学教育の現状

を分析し考察してきた。前項においても，これまでの議論で既に明らかとなったいくつかの問題点に即し

て，改善のための方策についても随時触れたが，本項では，語学教育改善の方向性について総括する。

　「やる気」の問題は，いかなる学習活動においても成功のための鍵となる要因であろう。また現行の学習

指導要領において重視されている「新しい学力観」４）においては，学習者の関心・意欲・態度が，従来以上

に大切な役割を果たすと考えられている。一般的に，語学学習において，学習者の「やる気」を向上させ

るためには，次のような３つの視点が重要である。

　第一の視点は，一方的に知識を受け取るだけの授業よりも，お互いの持つ情報や考えを伝え合うコミュ

ニケーション活動が，学習者に興味を持たせ喜びを引き出す言語活動になると言うことである

（��������，１９７３）。第二の視点は，教材などを教師が全て決定するのではなく，何をどのように学ぶの

かの意思決定に学習者を少しでも参加させることが，彼らの興味関心を高める重要な要素であると言うこ

とである（���������，１９８７）。第三の視点は，学習者にとって難しすぎず易し過ぎず，適当な難易度を持っ

た課題を与えることが，達成時の喜びを増すと言うことである（��������＆��������，１９９１）。

　この授業改善の３つの視点は，実は，本研究によって明らかとなった本学学部生の語学授業に対する意

識調査の分析結果とも符合するところが大である。すなわち，第一の視点は，「オーセンティックなコミュ

ニケーション活動」を積極的に取り入れた授業の提供であり，第二の視点は，「学習者の自由意志」を尊重

した数多くの選択クラスの提供であり，第三の視点は，「チャレンジングな授業内容」を提供するための，

科目間に有機的連携の整備である。今後，このような視点，方向性に充分に留意した，スピーディな語学

教育改善のための真摯な努力が求められているといよう。我々筆者についても，語学教育の一翼を担うも

のとして，その努力の輪に積極的に加わっていく責務があることは言うまでもないことである。

４．さ い ご に

　本研究の目的は，伊藤�他（２００４）と合わせて，英語を中心とした本学部の語学教育に関する実態を分

析・整理することにより，授業改善に資するデータを提供することであった。この２つの研究により，学

習者に焦点を当てた，多様なデータ（習熟度，意欲・関心の分析，また授業評価に対する分析）は，かな

り整理できたと思われる。しかしながら，実態の把握が学習者に関してのみで止まり，カリキュラムを構

成し，実際に授業を行う語学担当教員や，各学部においてそれぞれの専門教育を担当している非語学担当

教員について，何の調査もなされないということであれば，真に効果的な改善は望めないのではないだろ

うか。授業を提供し，教育に責任を持つ教員は，語学教育に対してどのような理念や希望を持っているだ

ろうか。学習者を含めた，三者の考え方が，大枠において同一の方向を向き，協同的な学習・教育活動が

展開されたときにこそ，語学教育の実が上がることだろう。このような意味において，次年度では，語学

教育に関する教員の意識をテーマとした研究調査を行い，具体的かつ実践的な改革プログラム試案を提示

することを目指したい。
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注

１）本研究は，筆者４人が共同して行ったもので，本稿の執筆に際しても４人が同等の責任と役割を担っている。

２）学生のコメントによるコメントが，同時に意欲，関心など異なるいくつかの観点に関連すると思われる場合がある。そ

のような場合，同一のコメントが，異なる観点に関するコメントとして提示されている。

３）学生のコメントによるコメントが，同時に意欲，関心など異なるいくつかの観点に関連すると思われる場合がある。そ

のような場合，同一のコメントが，異なる観点に関するコメントとして提示されている。

４）教師主導による知識や技能の教え込み，伝達中心の学習指導に代わって，これからの教育においては，生涯にわたって

主体的に学び続ける関心，意欲，態度，自己学習能力を重視し，一人一人の可能性を伸ばすための評価のあり方を目指

すべきであるとする学力観である（佐藤，１９９６；��．１４－１５）
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《資　料　１》

英語学習に関するアンケート

学 籍 番 号　　　　　　　　　　

　このアンケートは、みなさんの英語学習に対する考えや学習方法について尋ねるものです。アンケート

の結果は、みなさんの成績には関係しません。岐阜大学での英語の授業改善のために、大切な資料として

使われますので正直に答えてください。

　アンケートの答え方は、以下の質問項目を順番に読んで、あまり深く考えないで思いつくままに、最も

当てはまる（あるいは賛成する）尺度を１つ選んで○で囲んでください。

    

　　　　　５＝あてはまる　　４＝どちらかと言えばあてはまる　　３＝どちらとも言えない

　　　　　２＝どちらかと言えば当てはまらない　　　１＝当てはまらない

アンケート項目に答える前に、以下の質問に答えてください。

①　岐阜大学は（　前期日程　　後期日程　）で受験した（該当するものを○で囲んでください）。

②　大学入試センター試験での英語の得点は（　　　　／２００）だった（点数を記入してください）。

前期日程を受験したみなさんに尋ねます。

③　前期日程では、英語を（　受験した　　受験しなかった　）（該当するものを○で囲んでください）。

　

それでは以下の項目に順次答えてください。

�������

５－４－３－２－１１　英語の授業で学んだことについて積極的にしばしば考える

５－４－３－２－１
２　学校で英語を勉強するだけでなく、日常生活の中でできるだけ英語に

接するようにする

５－４－３－２－１
３　英語の授業でわからないことがあれば、友達や先生に尋ねて教えても

らう

５－４－３－２－１
４　英語の宿題をするときは、注意深く考えしっかり理解しているか確認

する

５－４－３－２－１
５　英語の勉強の仕方を振り返ると、本気で英語を学ぼうとしているとい

える

５－４－３－２－１６　英語の宿題が余分に出るとしたら、積極的にやる

５－４－３－２－１７　英語の宿題が返されたら、やり直して間違いを訂正する

５－４－３－２－１８　英語の授業では、質問に対して積極的に答えようとする

５－４－３－２－１９　テレビで英語の番組があれば、積極的に見るようにする

５－４－３－２－１
１０　ラジオなどで英語の歌を聞いているとき、注意深く聞いて英語の単語

を聞き取ろうとする

�������

５－４－３－２－１
１　近所に英語を話す家庭があれば、彼らとできるだけ親しくなるように

する

５－４－３－２－１
２　授業以外で英語を使う機会があれば、たいてい英語を使い、日本語は

必要なときだけ使うようにする

５－４－３－２－１３　他の教科に比べて、英語が最も好きだ

５－４－３－２－１４　学校に英語のクラブがあれば、積極的に参加する
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ご協力ありがとうございました。

教育学部外国語教員：伊藤　徳一郎、廣田　則夫、伊東　英、大和　隆介

５－４－３－２－１５　英語の授業が選択であってもその授業を受ける

５－４－３－２－１６　英語の学習は面白い

５－４－３－２－１
７　テレビの英語の番組がある程度理解できれば、その番組をできるだけ

みる

５－４－３－２－１８　英語の映画のチケットをもらったら、必ず観にいく

５－４－３－２－１９　英語の授業では、できるだけ英語を使うようにする
５－４－３－２－１１０　時間と英語の知識があれば、できるだけ英語の雑誌や新聞を読む

�
�������

５－４－３－２－１１　外国へ行く機会があれば、その国の言葉を話したいと思う

５－４－３－２－１
２　日本は外国人との直接の交流は比較的少ないが、日本人にとって外国

語を学ぶことは重要だと思う

５－４－３－２－１３　外国語が自由に話すことができたら良いと思う

５－４－３－２－１４　外国文学は翻訳よりも原文で読みたいと思う

５－４－３－２－１５　外国語を話す人たちと会って話を聞くのが楽しい

�������

５－４－３－２－１
１　英語学習が大切なのは、英語圏の人々とうまく付き合うことができる

ようになるからだ

５－４－３－２－１
２　英語学習が大切なのは、より多くの人たちと出会い、話ができるよう

になるからだ

５－４－３－２－１
３　英語学習が大切なのは、英語圏の人々をより深く理解することができ

るようになるからだ

５－４－３－２－１
４　英語学習が大切なのは、他の文化を持つ人々の活動に、より自由に参

加することができるようになるからだ

５－４－３－２－１５　英語を学習するのは、入試や単位を取るために必要だからだ

５－４－３－２－１
６　英語を学習するのは、英語が使えれば沢山の知識を得やすくなるから

だ

５－４－３－２－１７　英語を学習するのは、将来の就職に役に立つからだ

５－４－３－２－１
８　英語を学習するのは、英語ができれば周囲の人から高く評価されるか

らだ

�������

５－４－３－２－１１　英語の授業で自ら質問に答えるのは恥ずかしい

５－４－３－２－１２　英語の授業中、自分の話す英語に自信が持てない

５－４－３－２－１３　他の学生の方が、自分よりも英語を上手に話すと思う

５－４－３－２－１４　授業で英語を話すとき、緊張してどぎまぎしてしまう

５－４－３－２－１５　英語を話すと、他の学生が私のことを笑うように思って不安だ
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《資　料　２》

　岐大の語学教育についての調査を行っています。これまで受講した語学の授業について、

率直な意見・感想を聞かせてください。

　　　講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年　　　　　　　　　

全学共通の英語の授業について

Q：選択の英語Ｂを受講しましたか。 YES　　　NO

Q：全学共通の英語の授業は、楽しかったですか。 YES　　　NO

Q：全学共通の英語の授業によって、英語の力は向上しましたか。 YES　　　NO

全学共通の未修外国語の授業について

Q：未修外国語は、何語を受講しましたか。　　　　　　　　　　　　語　１コマ　　２コマ

Q：授業は、楽しかったですか。 YES　　　NO

Q：授業によって、語学力は向上しましたか。 YES　　　NO

外国語コミュニケーションの授業について

Q：何語を受講しましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語　１コマ　　２コマ

Q：授業は、楽しかったですか。 YES　　　NO

Q：授業によって、語学力は向上しましたか。 YES　　　NO

その他の質問

Q：１・２年に比べて、英語を学ぶ（使う）する時間は増えましたか。 YES　　　NO

Q：１・２年に比べて、英語を学ぶ（使う）意欲は高くなりましたか。 YES　　　NO

Q：１・２年と比べて、英語を学ぶ理由は変化しましたか。 YES　　　NO

Q：将来、仕事で英語は必要になると思いますか。 YES　　　NO

Q：教員志望ですか。 YES　　　NO

Q：全学共通の語学の授業で良かった点は何でしょうか。

Q：全学共通の語学の授業で改善すべき点は何でしょうか。

Q：外国語コミュニケーションの授業で良かった点はなんでしょうか。

Q：外国語コミュニケーションの授業で改善すべき点はなんでしょうか。

ご協力ありがとうございました。
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本
学
英
語
授
業
に
対
す
る
教
育
学
部
学
生
の
意
見

意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見

系

英
語
Ｂ
の
方
が
良
か
っ
た
。
後
期
が
良
か
っ
た
。
先
生
が
新
聞
と
か
実
用
的
な
も
の
を
も
っ
て
き
て
，
難
し
く
な
く
て
，
日
常
生
活
に
使
え
る
英
語
を
教
え
て
く
れ
た
。

文
系

後
期
は
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
て
ら
れ
て
，
訳
を
す
る
が
，
量
が
少
な
い
の
で
，
前
の
日
に
１
時
間
く
ら
い
予
習
し
た
。

文
系

楽
し
か
っ
た
方
の
授
業
は
，
家
庭
学
習
を
０
－
３０
分
し
た
。
楽
し
く
な
か
っ
た
方
の
授
業
は
，
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
。（
理
由
：
そ
の
場
で
教
材
が
渡
さ
れ
た
の
で
予
習

の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。）

文
系

最
初
の
授
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
，
英
語
Ｂ
の
方
は
あ
っ
た
。

文
系

お
も
し
ろ
く
な
い
授
業
は
，
力
が
つ
い
た
と
は
思
わ
な
い
。

文
系

お
も
し
ろ
か
っ
た
授
業
は
，
英
語
を
読
む
力
は
，
つ
い
た
。
読
ん
で
て
楽
し
か
っ
た
か
ら
。
客
観
的
（
？
）
な
英
語
が
入
っ
た
。
知
識
に
は
，
な
っ
た
。

文
系

つ
ま
ら
な
か
っ
た
方
の
授
業
の
先
生
は
，
よ
く
怒
っ
て
，
き
れ
る
。
悪
循
環
。
予
習
を
す
る
よ
う
な
授
業
で
は
な
い
。
何
に
き
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

文
系

最
初
は
，
英
語
の
教
師
に
な
る
た
め
に
た
だ
英
語
に
ふ
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
，
今
は
，
質
の
高
い
教
員
に
な
る
た
め
に
，
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

文
系

教
員
に
な
る
た
め
に
，
英
語
を
選
ん
だ
が
，
今
は
，
自
分
が
楽
し
め
る
か
ら
英
語
を
勉
強
し
て
い
る
。

文
系

英
語
圏
の
人
々
と
も
っ
と
仲
良
く
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
っ
た
。

文
系

英
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
き
に
，
不
安
が
少
な
く
な
っ
た
。

文
系

外
国
人
の
先
生
と
英
語
で
話
し
た
か
っ
た
。

文
系

授
業
で
や
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
欲
し
い
。

文
系

時
間
通
り
に
来
て
欲
し
い
。

文
系

自
分
の
都
合
で
，
日
に
ち
を
変
え
な
い
で
欲
し
い
。

文
系

全
共
の
授
業
で
は
，
ニ
ュ
ー
ス
（
�
�
�
）
を
教
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
の
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
が
，
あ
ま
り
面
白
く
な
か
っ
た
。

文
系

英
語
の
授
業
は
，
た
だ
単
に
テ
ス
ト
の
た
め
に
勉
強
し
て
，
そ
れ
が
終
わ
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
っ
て
感
じ
で
し
た
。

文
系

英
語
の
授
業
の
時
の
テ
ス
ト
は
，
高
校
の
時
の
テ
ス
ト
と
同
じ
で
代
わ
り
映
え
の
し
な
い
も
の
だ
っ
た
。

文
系

授
業
の
予
習
は
し
て
な
か
っ
た
し
，
し
て
な
く
て
も
そ
れ
で
済
む
授
業
だ
っ
た
。

文
系

《
資
　
料
　
３
》
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授
業
の
予
習
は
，
最
初
ち
ょ
っ
と
し
た
け
ど
す
ぐ
に
し
な
く
な
っ
た
。

文
系

毎
回
会
話
を
覚
え
て
き
て
，
授
業
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
形
式
で
そ
れ
を
言
っ
た
ら
終
わ
り
と
い
う
授
業
だ
っ
た
。

文
系

現
在
（
３
年
生
）
は
英
語
を
勉
強
す
る
時
間
は
ゼ
ロ
。

文
系

家
庭
教
師
で
英
語
を
教
え
て
い
る
け
ど
中
学
生
な
の
で
勉
強
し
な
く
と
も
で
き
る
程
度
の
こ
と
し
か
や
っ
て
い
な
い
。

文
系

英
語
を
し
ゃ
べ
り
た
い
と
い
う
気
は
あ
る
け
ど
，
時
間
が
な
く
て
ま
あ
い
い
か
っ
て
感
じ
で
あ
き
ら
め
て
ま
す
。

文
系

洋
楽
は
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
聴
き
ま
す
。

文
系

ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い
る
ん
で
洋
楽
を
よ
く
聞
く
け
ど
，
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
聞
く
か
ん
じ
。

文
系

英
語
を
ち
ょ
っ
と
が
ん
ば
ろ
っ
て
思
っ
て
�
�
�
��
の
試
験
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

文
系

３
年
で
英
語
の
授
業
が
あ
っ
た
ら
取
る
か
も
知
れ
な
い
。

文
系

す
ご
い
理
想
で
い
え
ば
，
好
き
な
音
楽
の
歌
詞
な
ん
か
を
訳
す
授
業
は
受
け
た
い
。

文
系

会
話
主
体
の
授
業
な
ら
受
け
て
み
た
い
。

文
系

英
語
を
勉
強
す
る
理
由
は
や
っ
ぱ
り
テ
ス
ト
が
あ
る
か
ら
が
一
番
大
き
い
。

文
系

も
と
も
と
英
語
が
好
き
だ
か
ら
英
語
を
勉
強
す
る
っ
て
面
も
あ
り
ま
す
。

文
系

会
話
の
テ
ス
ト
は
き
つ
か
っ
た
，
会
話
を
丸
暗
記
す
る
テ
ス
ト
で
暗
記
す
る
分
量
が
多
く
て
困
っ
た
。

文
系

ず
っ
と
�
�
を
流
し
っ
ぱ
な
し
で
，
そ
れ
を
１
時
間
半
聞
い
て
お
わ
り
っ
て
い
う
授
業
が
あ
っ
た
。

文
系

先
生
は
全
く
し
ゃ
べ
ら
な
く
て
，
�
�
を
聞
い
て
そ
れ
に
応
え
る
の
が
あ
る
意
味
面
白
か
っ
た
。

文
系

将
来
先
生
に
な
っ
て
小
学
校
で
英
語
や
れ
っ
て
言
わ
れ
た
ら
困
っ
て
し
ま
う
。

文
系

空
港
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等
，
実
際
の
場
面
を
想
定
し
た
英
語
を
学
べ
て
良
か
っ
た
。

文
系

同
じ
授
業
だ
が
，
使
え
る
英
語
を
学
び
，
話
す
こ
と
が
中
心
の
授
業
だ
っ
た
の
が
良
か
っ
た
。

文
系

い
ろ
ん
な
時
事
問
題
の
冊
子
を
勉
強
し
た
。
た
だ
英
語
を
勉
強
し
た
の
で
は
な
く
，
英
語
を
通
し
て
何
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
。

文
系

私
の
受
け
た
授
業
は
高
校
の
英
語
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
の
で
，
つ
ま
ら
な
か
っ
た
。

文
系

オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
。

文
系

聞
く
英
語
を
中
心
に
で
き
た
。

文
系
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単
位
を
落
と
し
た
の
だ
け
ど
，
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
，
先
生
の
説
明
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
場
面
を
想
定
し
た
会
話
も
実
際
の
場
面
で
は
役
立

た
な
か
っ
た
。

文
系

授
業
の
内
容
が
会
話
な
の
に
，
試
験
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
み
で
，
会
話
部
分
の
評
価
も
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

文
系

（
英
語
）
外
コ
ミ
で
も
レ
ス
ト
ラ
ン
の
会
話
な
ど
実
践
的
な
も
の
だ
っ
た
。

文
系

小
グ
ル
ー
プ
で
会
話
の
役
割
分
担
し
て
前
に
出
て
発
表
す
る
形
式
だ
っ
た
。
少
し
面
倒
く
さ
か
っ
た
け
ど
，
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
実
感
が
持
て
，
結
構
楽
し
か
っ
た
。

文
系

日
本
語
で
人
前
で
話
す
の
も
恥
ず
か
し
い
の
に
，
英
語
で
話
す
と
な
る
と
も
っ
と
そ
う
な
る
の
が
普
通
な
の
で
，
授
業
で
そ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
も
ら
え
た
の
で
，
精

神
的
に
も
強
く
な
り
，
英
語
を
話
す
力
も
付
い
た
。

文
系

会
話
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
も
評
価
が
高
く
な
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
が
，
や
る
気
を
や
や
萎
え
さ
せ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

文
系

英
語
の
授
業
で
，
新
し
い
こ
と
は
学
ば
な
か
っ
た
。
高
校
と
同
じ
内
容
。

文
系

楽
し
か
っ
た
け
ど
，
英
語
の
勉
強
に
は
あ
ま
り
な
ら
な
か
っ
た
。
英
語
を
使
わ
な
か
っ
た
時
間
ば
か
り
だ
っ
た
。

文
系

新
聞
を
読
ん
で
英
語
で
自
分
の
意
見
を
発
表
す
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
，
日
本
語
で
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
，
結
局
す
べ
て
が
日
本
語
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

文
系

一
生
懸
命
に
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
が
あ
り
，
そ
の
時
き
ち
ん
と
勉
強
し
た
ら
，
語
学
力
が
付
い
た
と
思
え
た
。

文
系

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
話
で
面
白
か
っ
た
。
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
や
，
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
話
な
ど
が
出
て
き
て
内
容
が
楽
し
か
っ
た
。

文
系

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
の
ク
ラ
ス
な
の
に
，
人
数
が
多
す
ぎ
て
挙
手
も
し
に
く
い
し
，
う
ま
く
話
す
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
サ
イ
ズ
は
３０
～
４０
人
だ
っ
た
。

文
系

英
語
の
ク
ラ
ス
は
指
定
で
は
な
く
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

文
系

（
３
年
次
に
も
英
語
の
授
業
が
あ
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
人
は
ど
れ
く
ら
い
か
な
？
）　
３
人
（
８
人
中
）

文
系

文
法
よ
り
も
，
自
分
で
話
す
こ
と
を
決
め
て
，
発
表
す
る
形
式
の
授
業
。
自
分
で
話
し
た
い
こ
と
を
話
さ
せ
て
も
ら
え
る
授
業
。

文
系

全
共
で
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
や
っ
た
が
，
途
中
で
終
わ
っ
た
の
で
，
そ
の
続
き
が
や
り
た
か
っ
た
。

文
系

私
は
内
容
は
ど
ん
な
も
の
で
も
構
わ
な
い
。
た
だ
，
せ
っ
か
く
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
つ
い
た
の
に
，
英
語
を
学
生
が
話
す
雰
囲
気
が
ク
ラ
ス
に
な
く
，
も
し
英
語
で
発

言
す
れ
ば
何
だ
ア
イ
ツ
は
，
と
い
う
感
じ
に
な
る
の
が
嫌
で
し
た
。

文
系

英
語
Ｂ
の
ク
ラ
ス
が
担
当
の
先
生
に
よ
っ
て
内
容
や
課
題
の
分
量
，
評
価
基
準
等
が
著
し
く
違
っ
て
い
る
の
が
問
題
だ
と
思
う
。

文
系

受
験
の
時
の
英
語
の
力
で
読
め
る
程
簡
単
で
予
習
の
必
要
が
な
か
っ
た
。

文
系

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
授
業
で
，
英
語
を
全
然
や
っ
て
い
な
い
。
ヴ
ィ
デ
オ
，
新
聞
記
事
を
見
て
，
ス
ピ
ー
チ
（
ど
ち
ら
も
英
語
を
用
い
ず
，
日
本
語
）
を
す
る
だ
け
だ
っ
た
。

文
系

し
ゃ
べ
る
こ
と
は
，
出
来
た
。
全
共
の
読
む
ば
か
り
の
授
業
よ
り
は
，
し
ゃ
べ
る
こ
と
に
慣
れ
た
か
な
。

文
系
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英
語
の
学
習
時
間
は
，
増
え
た
（
２
～
３
名
）。
論
文
を
読
む
機
会
も
あ
る
し
。
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
か
ら
，
自
分
で
本
読
ん
だ
り
し
て
，
勉
強
し
て
い
る
。

文
系

英
語
の
学
習
時
間
は
，
減
っ
た
。
意
欲
も
減
っ
た
。
今
は
，
英
語
を
勉
強
す
る
よ
り
も
，
論
文
を
書
く
た
め
の
時
間
が
必
要
。
論
文
を
読
む
た
め
に
は
，
英
語
を
使
っ
て

い
る
。

文
系

卒
論
や
授
業
に
英
語
を
使
う
こ
と
が
あ
る
。

文
系

余
裕
が
出
来
た
ら
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
勉
強
を
し
た
い
が
，
今
は
，
論
文
を
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

文
系

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
，
オ
ー
ラ
ル
で
，
全
共
は
，
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
し
て
欲
し
か
っ
た
。

文
系

全
教
で
は
，
ひ
た
す
ら
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
が
，
向
上
と
ま
で
は
思
わ
な
か
っ
た
。
が
，
高
校
の
時
の
英
語
を
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
は
，
良
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

文
系

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
授
業
で
も
い
い
の
だ
が
，
高
校
の
授
業
と
，
大
学
の
授
業
と
が
，
ど
う
違
う
の
か
。
も
っ
と
，
内
容
理
解
か
ら
は
い
る
よ
う
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し
て

欲
し
か
っ
た
。

文
系

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
授
業
で
，
量
を
こ
な
せ
る
よ
う
な
読
み
方
も
し
て
欲
し
か
っ
た
。（
量
は
，
少
な
か
っ
た
）

文
系

選
択
に
し
て
欲
し
か
っ
た
（
全
員
）：
オ
ー
ラ
ル
と
か
，
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
論
文
を
読
む
た
め
の
英
語
な
ど
）
の
中
か
ら
。

文
系

（
皆
の
話
を
）
聞
い
て
い
る
と
，
先
生
に
よ
っ
て
，
ず
い
ぶ
ん
違
う
の
で
，
選
択
制
に
し
て
欲
し
か
っ
た
。

文
系

英
語
Ａ
は
，
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
，
英
語
Ｂ
は
，「
古
事
記
」
だ
っ
た
。
同
じ
よ
う
で
，
つ
ま
ら
な
か
っ
た
。

文
系

２
つ
し
か
な
い
英
語
の
授
業
が
，
月
・
火
と
続
く
の
で
，
つ
ら
か
っ
た
。

文
系

選
べ
な
か
っ
た
の
で
，
評
価
に
つ
い
て
あ
と
で
聞
く
と
，
不
公
平
を
感
じ
る
。（
学
科
に
よ
っ
て
，
毎
年
，
同
じ
先
生
が
担
当
す
る
）

文
系

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
オ
ー
ラ
ル
）
の
授
業
の
人
数
が
少
な
く
な
っ
て
欲
し
い
。（
今
は
，
４０
人
―
―
―
５
～
１０
人
く
ら
い
だ
っ
た
ら
…
…
）

文
系

オ
ー
ラ
ル
で
，
９０
分
は
長
す
ぎ
る
。（
何
を
し
て
い
て
も
良
く
な
っ
て
し
ま
う
）

文
系

英
語
は
，
大
学
３
年
間
で
，
１
コ
マ
で
も
，
ず
っ
と
あ
っ
て
欲
し
い
。（
他
大
学
で
は
，
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
），
未
修
外
国
語
も
，３
年
間
あ
る
。

文
系

英
語
の
勉
強
時
間
は
，
増
え
て
い
る
。（
留
学
し
て
英
語
で
メ
ー
ル
を
交
換
し
た
）

理
系

英
語
の
勉
強
時
間
は
，
減
っ
て
い
る
。（
３
名
）

理
系

英
語
の
勉
強
時
間
は
，
増
え
て
も
い
な
い
し
，
減
っ
て
も
い
な
い
。（
１
名
）

理
系

勉
強
す
る
時
間
は
な
い
が
，
使
う
機
会
は
増
え
て
い
る
。（
１
名
）

理
系

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
が
，
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。（
４
名
）

理
系
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将
来
，
仕
事
で
英
語
は
必
要
に
な
る
と
思
う
（
４
名
）。
思
わ
な
い
（
４
名
）。

理
系

高
校
と
違
い
，
授
業
が
（
前
・
後
期
と
も
）
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
先
生
に
よ
り
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
緊
張
し
た
が
，
そ
の
分
集
中
し
て
勉
強
し
た
の
で
英
語
力
が
つ
い
た
と

思
う
。

理
系

大
学
の
授
業
は
，
高
校
の
や
り
か
た
と
同
じ
で
は
な
く
，
い
ろ
い
ろ
な
特
徴
を
出
し
て
欲
し
い
。

理
系

ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
は
現
在
の
４０
人
程
度
で
，
特
に
問
題
は
な
い
が
，
会
話
の
授
業
が
よ
り
効
率
的
に
行
わ
れ
る
人
数
の
工
夫
は
必
要
と
思
わ
れ
る
。

理
系

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
先
生
に
よ
る
英
語
の
授
業
が
，
日
常
的
な
い
ろ
い
ろ
な
シ
チ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
会
話
の
授
業
だ
っ
た
の
で
，
実
践
的
な
英
語
が
身

に
つ
い
た
。

理
系

英
語
の
授
業
で
，
い
ろ
い
ろ
な
国
の
映
画
を
教
材
と
し
て
あ
つ
か
っ
た
授
業
だ
っ
た
が
語
学
の
授
業
と
い
う
よ
り
内
容
的
に
は
社
会
に
近
い
授
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
（
社
会
の
勉
強
に
は
な
っ
た
が
），
も
う
少
し
語
学
の
授
業
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
欲
し
い
。

理
系

大
学
で
の
授
業
で
，
英
語
力
は
高
校
の
時
期
待
し
て
い
た
よ
り
身
に
つ
い
た
と
思
う
。（
２
名
）

理
系

大
学
の
授
業
で
は
，
英
語
力
を
高
校
の
時
と
比
べ
さ
し
て
向
上
し
て
い
な
い
。（
２
名
）

理
系

３
年
次
以
降
に
外
国
語
の
授
業
を
履
修
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
，
内
容
次
第
で
あ
り
，
会
話
の
授
業
が
望
ま
し
い
。

理
系

大
学
の
外
国
語
の
授
業
は
，
学
生
の
興
味
・
関
心
・
能
力
に
応
じ
た
選
択
性
に
し
て
欲
し
い
。

理
系

１
・
２
年
に
比
べ
て
，
英
語
を
学
ぶ
（
使
う
）
時
間
は
授
業
で
た
ま
に
簡
単
な
英
語
の
文
献
を
調
べ
る
以
外
，
英
語
を
学
ぶ
時
間
も
使
う
時
間
も
増
え
て
い
な
い
（
と
い

う
よ
り
も
皆
無
に
近
い
）。

理
系

英
語
は
学
び
た
い
と
い
う
よ
り
，
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

理
系

英
語
は
苦
手
で
で
き
れ
ば
勉
強
し
た
く
は
な
い
が
，
将
来
教
員
に
な
っ
た
場
合
，
小
学
校
で
総
合
学
習
等
で
必
要
と
な
る
の
で
，
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

理
系

本
来
英
語
が
苦
手
で
，
高
校
の
時
は
，
大
学
受
験
の
た
め
の
英
語
を
勉
強
し
，
大
学
入
学
後
も
英
語
を
勉
強
す
る
目
的
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
が
，
教
育
実
習
等
を
経

験
し
英
語
を
身
に
つ
け
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

理
系

日
常
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
（
バ
ス
の
乗
り
方
，
電
話
の
応
答
等
）
に
応
じ
た
会
話
の
授
業
が
新
鮮
で
面
白
く
，
身
に
つ
い
た
。

理
系

英
字
新
聞
を
教
材
に
使
っ
た
授
業
が
面
白
か
っ
た
。

理
系

日
常
使
え
る
英
語
を
教
え
て
も
ら
い
，
旅
行
等
で
応
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
た
め
に
な
っ
た
。

理
系

高
校
と
変
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
授
業
が
あ
る
の
で
，
そ
う
し
た
授
業
に
つ
い
て
は
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
欲
し
い
。

理
系

複
数
講
座
の
混
成
ク
ラ
ス
（
た
と
え
ば
英
語
と
家
政
の
ク
ラ
ス
等
）
は
，
学
生
の
意
識
も
能
力
も
異
な
る
の
で
考
え
て
欲
し
い
。
な
る
べ
く
講
座
別
の
単
一
ク
ラ
ス
編
成

に
し
て
欲
し
い
。

理
系
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通
年
ク
ラ
ス
は
プ
ラ
ス
，
マ
イ
ナ
ス
両
面
あ
り
，
ど
ち
ら
が
良
い
と
は
い
え
な
い
。

理
系

学
生
の
興
味
・
能
力
・
希
望
に
応
じ
た
選
択
性
の
授
業
に
し
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
面
倒
で
も
全
授
業
の
シ
ラ
バ
ス
が
必
要
。

理
系

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
先
生
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
な
の
に
実
際
は
教
材
を
含
め
て
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
終
始
し
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
先
生
の
授

業
に
対
し
て
は
生
の
英
語
や
生
の
英
会
話
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
大
き
な
期
待
を
い
だ
い
て
い
る
の
で
，
そ
の
期
待
に
応
え
て
欲
し
い
。

理
系

授
業
に
よ
っ
て
は
，
５０
枚
く
ら
い
の
レ
ポ
ー
ト
が
ば
ん
ば
ん
出
る
授
業
が
あ
っ
た
。

実
技

授
業
・
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
自
体
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
，
と
に
か
く
分
量
が
多
く
て
ま
い
っ
た
。

実
技

×
×
先
生
の
授
業
は
，
み
ん
な
が
前
に
出
て
意
見
を
述
べ
る
授
業
で
，
面
白
か
っ
た
け
ど
，
全
部
日
本
語
だ
っ
た
の
で
英
語
の
勉
強
に
は
全
く
な
ら
な
か
っ
た
。

実
技

人
前
で
し
ゃ
べ
る
練
習
に
は
な
っ
た
け
ど
英
語
の
力
は
全
く
つ
か
な
か
っ
た
。

実
技

現
在
英
語
を
勉
強
す
る
時
間
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
。

実
技

英
語
自
体
は
き
ら
い
じ
ゃ
な
い
し
，
好
き
だ
か
ら
，
音
楽
や
映
画
は
み
る
。

実
技

１
・
２
年
の
こ
ろ
は
授
業
で
宿
題
が
出
た
と
き
だ
け
は
，
少
し
勉
強
し
た
。

実
技

宿
題
が
出
て
も
，
や
ら
な
く
て
も
済
む
授
業
も
あ
っ
て
，
そ
う
い
の
は
や
ら
な
か
っ
た
。

実
技

英
語
の
勉
強
は
今
し
て
な
い
け
ど
，
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
気
持
ち
は
も
っ
て
い
る
。

実
技

１
・
２
年
の
と
き
よ
り
も
，
今
の
方
が
英
語
を
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
気
持
ち
は
強
く
な
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

実
技

英
語
の
授
業
が
無
く
な
っ
て
逆
に
よ
け
い
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
気
が
し
て
い
る
。

実
技

た
ま
に
周
り
で
英
語
を
話
し
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て
き
て
，
全
然
わ
か
ん
な
く
て
，
情
け
な
く
な
る
。

実
技

小
学
校
の
実
習
で
小
①
の
子
の
方
が
英
語
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
こ
と
も
あ
る
。

実
技

僕
は
海
外
に
少
し
行
っ
て
た
こ
と
も
あ
る
ん
だ
け
ど
，１
・
２
年
の
こ
ろ
は
英
語
す
ご
い
や
る
気
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
，
だ
ん
だ
ん
英
語
に
触
れ
る
機
会
も
す
く
な
っ
て
き

て
，
や
る
気
も
な
く
な
っ
て
き
て
る
。

実
技

自
分
が
小
学
校
の
教
師
に
な
っ
た
と
き
で
も
，
小
学
校
の
英
語
の
時
間
は
，
簡
単
な
こ
と
や
っ
て
る
し
，
メ
イ
ン
で
や
る
こ
と
も
な
い
ん
で
，
そ
ん
な
勉
強
す
る
必
要
も

な
い
か
な
っ
て
お
も
う
。

実
技

英
語
の
授
業
で
，
古
事
記
を
ず
っ
と
訳
す
だ
け
の
授
業
が
あ
っ
て
，
そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
や
る
気
な
か
っ
た
。

実
技

ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
古
事
記
で
あ
ん
ま
り
面
白
く
な
か
っ
た
。

実
技

ギ
リ
シ
ャ
神
話
は
豆
知
識
が
い
ろ
い
ろ
面
白
か
っ
た
け
ど
今
一
だ
っ
た
。

実
技
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英
語
だ
け
で
や
る
英
語
の
授
業
が
受
け
た
か
っ
た
。

実
技

英
語
だ
け
で
や
る
授
業
だ
っ
た
ら
分
か
ら
な
い
人
が
大
変
だ
と
お
も
う
。

実
技

５
・
６
人
ぐ
ら
い
で
ゲ
ー
ム
を
や
る
よ
う
な
授
業
が
い
い
。

実
技

自
分
の
専
門
に
関
係
し
た
内
容
を
授
業
で
や
る
の
は
面
白
い
と
思
う
。

実
技

強
制
で
な
く
希
望
者
だ
け
で
受
け
れ
る
授
業
が
あ
れ
ば
い
い
。

実
技

英
語
を
勉
強
し
て
何
の
役
に
立
つ
の
か
が
は
っ
き
り
見
え
て
こ
な
い
。

実
技

英
語
で
し
ゃ
べ
ら
ナ
イ
ト
を
見
る
と
，
い
ろ
ん
な
人
が
身
近
で
英
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
，
少
し
や
る
気
に
な
る
。

実
技

英
語
の
授
業
は
，
内
容
し
だ
い
だ
け
ど
，
も
っ
と
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。

実
技

�
�
�
��
な
ん
か
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
。

実
技

�
�
�
��
関
係
の
授
業
が
あ
っ
た
ら
受
け
て
み
た
い
と
思
う
。

実
技

�
�
�
��
は
大
事
だ
っ
て
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
け
ど
，
そ
れ
が
ど
ん
な
試
験
で
ど
れ
く
ら
い
難
し
い
か
わ
か
ら
な
い
し
，
無
理
だ
と
お
も
っ
て
る
け
ど
，
授
業
が
あ
れ
ば

受
け
て
み
た
い
と
思
う
。

実
技

必
修
の
授
業
じ
ゃ
な
く
て
，
希
望
し
て
受
け
れ
る
授
業
だ
っ
た
ら
い
い
。

実
技

学
生
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
授
業
が
あ
っ
た
ら
い
い
。

実
技

自
己
申
告
で
レ
ベ
ル
別
の
授
業
を
受
け
た
い
。

実
技

と
に
か
く
全
部
英
語
で
し
ゃ
べ
る
日
本
語
禁
止
の
授
業
を
し
て
ほ
し
い
。

実
技

英
語
の
歌
を
あ
つ
か
う
授
業
が
い
い
。

実
技

３
・
４
年
で
も
英
語
の
授
業
が
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。

実
技

２
年
で
お
わ
っ
た
と
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
く
て
，４
年
ぐ
ら
い
に
な
る
と
就
職
な
ん
か
で
，
英
語
勉
強
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
感
じ
が
す
る
。

実
技
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本
学
未
習
外
国
語
授
業
に
対
す
る
教
育
学
部
学
生
の
意
見

意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見

系

折
角
前
期
で
勉
強
し
た
の
で
，
続
け
て
勉
強
し
た
か
っ
た
。

文
系

新
し
い
言
語
を
い
ち
か
ら
始
め
た
の
で
，
興
味
が
あ
っ
た
。

文
系

後
期
に
は
，
人
数
も
減
っ
て
，
話
す
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

文
系

ス
タ
ー
ト
が
一
緒
な
の
で
，
興
味
が
あ
っ
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
勉
強
で
き
た
。

文
系

続
け
て
未
修
外
国
語
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
，
し
な
か
っ
た
。

文
系

２
年
で
も
続
け
た
。

文
系

先
生
が
日
本
語
を
理
解
し
な
か
っ
た
の
で
，
何
を
言
い
た
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
お
互
い
に
，
意
志
が
伝
わ
ら
な
い
。

文
系

新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
が
，
後
半
は
，
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。

文
系

大
学
に
入
る
前
か
ら
，
フ
ラ
ン
ス
語
を
し
て
い
た
の
で
，
今
も
や
っ
て
い
る
。

文
系

フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
て
み
た
く
て
，
フ
ラ
ン
ス
語
を
と
っ
た
。
�
�
�
の
講
座
を
や
っ
て
み
た
が
，
分
か
ら
な
く
な
っ
て
，
止
め
た
。
授
業
は
，
楽
し
か
っ
た
。
そ
の
後
は
，

止
め
た
。

文
系

授
業
の
時
に
自
分
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
本
を
買
っ
て
勉
強
し
た
が
，
授
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
と
，
自
分
で
や
っ
て
い
る
こ
と
の
内
容
が
違
っ
て
，
な
か
な
か
理
解
で
き
ず
，

結
局
，
授
業
が
終
わ
っ
て
止
め
た
。

文
系

フ
ラ
ン
ス
語
で
，
授
業
は
楽
し
か
っ
た
が
，
全
然
分
か
ら
な
く
て
，
意
欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
英
語
の
他
に
し
ゃ
べ
る
な
ら
，
フ
ラ
ン
ス
語
が
い
い
と
思
っ
て
と
っ

た
が
，
自
分
で
全
然
勉
強
せ
ず
，
身
に
つ
か
な
か
っ
た
。

文
系

中
国
語
の
授
業
は
楽
し
く
て
役
に
た
っ
た
感
じ
が
す
る
。

文
系

も
と
も
と
中
国
語
か
韓
国
語
が
や
り
た
く
て
中
国
語
の
授
業
を
３
つ
取
っ
た
。

文
系

全
共
の
中
国
語
は
会
話
や
音
声
の
指
導
が
面
白
か
っ
た
。

文
系

私
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
選
択
し
た
。
日
本
人
の
先
生
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
先
生
を
選
べ
た
の
で
，
フ
ラ
ン
ス
人
の
先
生
の
ク
ラ
ス
に
参
加
し
た
。
実
践
的
な
会
話
を
や
る
は
ず

だ
っ
た
の
に
，
自
己
紹
介
レ
ベ
ル
に
留
ま
り
，
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
っ
た
。
上
達
の
た
め
に
は
文
法
構
造
も
習
い
た
か
っ
た
が
，
そ

れ
は
で
き
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
何
を
勉
強
し
た
の
か
思
い
出
せ
な
い
。
授
業
で
の
活
動
は
�
��
�
��
は
元
は
フ
ラ
ン
ス
の
歌
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
，
フ
ラ
ン
ス

語
で
歌
う
練
習
を
し
た
。
そ
の
歌
を
学
期
末
に
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
も
の
で
成
績
の
評
価
が
な
さ
れ
た
。
歌
詞
に
カ
ナ
を
ふ
っ
た
が
，
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
な
い

と
先
生
に
言
わ
れ
，
自
分
で
何
を
し
て
い
た
の
か
理
解
で
き
な
い
。

文
系

《
資
　
料
　
４
》
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僕
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
履
修
し
，
フ
ラ
ン
ス
旅
行
に
も
参
加
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
先
生
と
親
し
く
な
っ
て
，
先
生
が
ど
う
や
っ
て
授
業
を
組
み
立
て
よ
う
か
と
悩
ん
で
い

る
姿
を
見
て
，
大
変
だ
な
と
思
っ
た
。
も
し
１
学
期
目
は
自
己
紹
介
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
，
日
本
人
の
英
語
っ
ぽ
い
発
音
を
徹
底
的
に
矯
正
す
る
時
間
だ
っ
た
。
２
学
期
目

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
な
っ
て
表
現
を
学
ん
だ
。
不
満
が
あ
る
と
す
れ
ば
，
文
法
的
な
変
化
等
の
学
習
も
し
た
か
っ
た
。
全
般
的
に
は
楽
し
い
授
業

だ
っ
た
。

文
系

ド
イ
ツ
語
を
履
修
。
後
学
期
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
を
取
っ
た
が
，
書
く
こ
と
も
読
む
こ
と
も
，
更
に
は
ゲ
ー
ム
も
し
た
し
，
と
い
う
こ
と
で
積
極
的
に
取
り
組
め
た
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
評
価
も
さ
れ
て
，
楽
し
ん
で
や
る
こ
と
が
で
き
た
。

文
系

私
は
全
共
で
２
コ
マ
，
外
コ
ミ
で
２
コ
マ
，
中
国
語
を
取
り
ま
し
た
。
全
共
の
１
学
期
目
と
外
コ
ミ
の
先
生
が
同
じ
で
，
全
共
の
２
学
期
目
の
先
生
だ
け
が
日
本
人
で
し

た
。
が
，
こ
の
２
学
期
目
の
授
業
は
１
学
期
目
の
授
業
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
っ
て
，
分
か
っ
て
い
る
こ
と
を
や
る
の
で
面
白
く
な
か
っ
た
。
最
後
の
テ
ス
ト
も
同
じ
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
の
先
生
は
楽
し
く
て
，
ち
ょ
う
ど
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
を
話
題
に
し
て
気
さ
く
に
話
が
で
き
た
。

文
系

僕
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
，
良
か
っ
た
点
は
フ
ラ
ン
ス
映
画
を
見
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
と
文
法
的
な
説
明
を
し
て
も
ら
え
た
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
映
画
は
日
本
語
の
字
幕
付

で
見
た
け
ど
，
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

文
系

ド
イ
ツ
語
を
取
っ
た
。
人
数
が
少
な
か
っ
た
の
は
集
中
し
て
学
べ
て
良
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
文
化
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
話
し
て
も
ら
え
た
の
が
全
共
の
時
と
は
違
っ
て
良

か
っ
た
。
後
学
期
に
読
解
を
や
っ
た
が
，
ド
イ
ツ
語
の
長
文
読
解
は
初
め
て
で
英
語
と
違
っ
た
楽
し
み
が
あ
っ
た
。
た
だ
読
解
に
偏
り
す
ぎ
た
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
，

少
し
は
会
話
も
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

文
系

私
は
中
国
語
を
履
修
し
た
。
中
国
の
映
画
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
，
教
科
書
に
出
て
く
る
地
名
に
関
し
て
説
明
し
て
も
ら
っ
た
り
，
い
ろ
い
ろ
中
国
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。
文
法
や
単
語
の
学
習
も
，
も
と
も
と
漢
文
が
好
き
だ
っ
た
の
で
苦
に
な
ら
ず
楽
し
く
学
べ
た
。
さ
っ
き
英
語
で
文
法
や
単
語
を
や
る
の
は
高
校
の

繰
り
返
し
で
つ
ま
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
た
が
，
中
国
語
は
別
で
あ
る
。
英
語
を
話
す
こ
と
に
は
さ
し
て
興
味
は
な
い
が
，
中
国
語
は
ぜ
ひ
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

文
系

興
味
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は
全
然
違
い
ま
す
。
中
国
語
の
辞
書
は
結
構
引
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

文
系

フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
，
全
共
で
抽
出
ク
ラ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
先
生
を
選
ぶ
と
，
日
本
人
の
先
生
に
よ
る
文
法
の
授
業
が
取
れ
な
く
な
る
の
が
困
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
先

生
で
１
年
や
っ
て
，２
年
に
な
っ
て
他
の
日
本
人
の
先
生
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し
て
き
た
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
な
る
と
，こ
ち
ら
は
文
法
を
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
の
で
問
題

が
あ
る
。

文
系

生
ま
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
な
の
で
。
た
だ
し
誕
生
直
後
に
帰
国
し
て
い
る
の
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
全
く
で
き
な
い
。

文
系

い
つ
か
フ
ラ
ン
ス
へ
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
。

文
系

文
法
が
英
語
に
似
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
ド
イ
ツ
語
を
選
択
。

文
系

全
然
話
せ
る
よ
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
し
，
分
か
ら
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
，
ち
ゃ
ん
と
や
る
な
ら
も
っ
と
授
業
が
あ
っ
た
方
が
良
か
っ
た
。
で
も
こ
れ
以

上
覚
え
る
の
は
大
変
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

文
系

２
年
次
の
中
国
の
授
業
は
，１
年
次
と
同
じ
よ
う
な
調
子
で
や
っ
た
。

文
系
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ド
イ
ツ
語
の
担
当
の
先
生
が
１
年
次
の
後
学
期
か
ら
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
ず
っ
と
同
じ
先
生
だ
っ
た
の
で
，重
複
も
な
く
う
ま
く
接
続
し
て
い
た
。
た
だ
，

２
年
次
に
な
る
と
難
し
く
な
る
の
で
大
変
だ
っ
た
。

文
系

外
国
語
の
種
類
が
も
う
少
し
多
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。（
例
え
ば
，
韓
国
語
（
近
い
か
ら
）。
私
立
だ
と
，
種
類
が
あ
る
。）

文
系

日
本
の
学
校
で
も
，
ス
ペ
イ
ン
語
，
韓
国
語
，
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
，
中
国
語
を
話
す
子
供
が
い
る
の
で
，
こ
れ
ら
の
言
語
が
選
択
肢
の
中
に
あ
っ
て
も
良
い
。

文
系

や
る
な
ら
と
こ
と
ん
や
れ
る
よ
う
な
選
択
肢
も
あ
っ
て
欲
し
い
。

文
系

英
語
プ
ラ
ス
未
修
も
必
要
（
専
門
に
よ
っ
て
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
る
）。

文
系

外
国
語
の
選
択
に
つ
い
て
，
入
学
式
の
直
後
に
決
め
ろ
と
言
わ
れ
た
。
早
す
ぎ
る
。
何
も
分
か
ら
な
い
う
ち
に
，
決
め
さ
せ
ら
れ
た
。（
考
え
る
時
間
が
，
欲
し
か
っ
た
）

（
多
数
）

文
系

英
語
以
外
に
も
他
の
外
国
語
を
学
ぶ
機
会
を
持
て
た
こ
と
で
，
外
国
語
の
幅
が
で
き
た
。

理
系

フ
ラ
ン
ス
語
を
通
年
で
履
修
し
，
同
じ
先
生
で
同
じ
メ
ン
バ
ー
の
少
人
数
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
の
で
，
先
生
と
学
生
，
学
生
同
士
互
い
に
気
心
が
知
れ
て
勉
強
し
や
す
か
っ

た
。
前
期
は
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
法
を
学
び
，後
期
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
全
学
共
通
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
と
っ
た
が
，１
年

間
２
コ
マ
だ
け
の
授
業
で
は
文
法
面
，文
化
面
い
ず
れ
に
し
て
も
不
十
分
だ
っ
た
。
そ
の
不
足
分
を
補
う
意
味
に
お
い
て
，２
年
で
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ラ

ン
ス
語
の
授
業
が
あ
っ
た
の
は
，
全
学
共
通
と
は
異
な
り
少
人
数
ク
ラ
ス
の
行
き
届
い
た
授
業
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
，
助
か
っ
た
。

理
系

中
国
語
を
選
択
し
た
が
，
中
国
人
と
話
す
時
に
使
え
そ
う
な
実
際
的
な
中
国
語
を
勉
強
で
き
た
。

理
系

全
学
共
通
と
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
担
当
の
先
生
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
，
先
生
が
学
生
の
能
力
を
把
握
で
き
て
い
な
い
点
や
，
前
の
先
生
の
お
し
え
方
・

教
材
等
と
の
へ
だ
た
り
が
あ
り
，
あ
ま
り
ス
ム
ー
ス
な
連
結
は
な
か
っ
た
。（
フ
ラ
ン
ス
語
選
択
）

理
系

中
国
語
の
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
で
は
，
中
国
語
の
基
本
的
な
知
識
が
ま
だ
あ
い
ま
い
な
ま
ま
い
き
な
り
会
話
中
心
の
授
業
に
移
り
と
ま
ど
っ
た
。
全
学

共
通
は
文
法
中
心
の
授
業
で
あ
っ
た
の
で
，
そ
の
あ
た
り
の
つ
な
が
り
を
考
慮
し
て
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
内
容
を
よ
り
有
機
的
で
効
率
あ
る
も
の
に
し

て
欲
し
い
。

理
系

自
己
紹
介
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
し
役
に
た
っ
た
。

実
技


